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今月の表紙
3 月 14 日、 昭 和 22 年 の
創立以来総勢 1329 名の卒
業生を送り出した西保中
学校最後の卒業式が執り
行われ、式の最後には先
生、在校生そして思い出
の詰まった学びやとの最
後の別れに生徒児童が選
んだ「この地球のどこか
で」そして「流れゆく空
を見つめて」が合唱され、
体育館に響き渡りました。

流
れ
ゆ
く
空
を
見
つ
め
て

過
ぎ
し
日　

思
い
出
し
て

涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た

い
く
つ
も
の
場
面
が　

心
を
か
け
め
ぐ
る

み
ん
な
で　

力
あ
わ
せ

ひ
と
つ
の
こ
と
を
な
し
と
げ
た

け
ん
か
を
し
た
こ
と
も

今
で
は
な
つ
か
し
い

流
れ
ゆ
く
雲
を
見
つ
め
て　

ぼ
く
は
今

は
て
し
な
く
続
く
明
日
へ
の
夢
を
抱
く

い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

か
け
が
え
の
な
い
青
春
よ　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
あ
の
こ
ろ　

胸
に
ひ
め
て

い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

な
つ
か
し
い
思
い
出
た
ち　

心
の
さ
さ
え
と
し
て

　

明
日
を
生
き
て
ゆ
く

輪島市議会議員選挙 P2-3 子育て・輪島病院「不眠症」など P18-19
平成 19 年度当初予算の概要 P4-8 輪島だより P20-21
能登空港誘客（宿泊）促進事業実施状況報告 P9 　・FOP が難病に正式に指定など

ケーブルテレビ特集～インターネットサービス～ P10-11 催事情報　 P22-23
固定資産税課税台帳等の縦覧など P12 　・第 46 回全日本競歩輪島大会
輪島市の通学区域を知っていますかなど P13 　・第 41 回輪島市美術展作品募集　など

狂犬病予防注射など P14-15 お知らせ「労働保険年度更新申告の時期です」など P24-25
市民交通傷害保険制度が廃止となりましたなど P16-17 戸籍の窓口・図書館・入札結果　など P26-27
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■
輪
島
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区

　

４
月
22
日
執
行
予
定
の
輪
島
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
合
併
前
の

選
挙
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域

選
挙
区

議
員
数

平
成
18
年
２
月
１
日

合
併
前
の
輪
島
市

輪
島
選
挙
区

17
人

平
成
18
年
２
月
１
日

合
併
前
の
門
前
町

門
前
選
挙
区

７
人

■
投
票
で
き
る
人
（
輪
島
市
議
会
議
員
選
挙
）

昭
和
62
年
４
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
19
年
１
月

14
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
輪
島
市
内
に
住
所
及
び
住
民
登
録
の
あ

る
方
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
日
に
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
転
出
届
を
す
る
前
で
あ
れ
ば
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
投
票
所
を
お
間
違
え
な
く
！

　

自
分
の
投
票
所
を
次
頁
の
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
19
年
４
月
13
日
㊎
ま
で
に
転
居
届
を
受
理
さ
れ
た
方

　

→　

転
居
後
の
新
し
い
住
所
の
投
票
所

▼
平
成
19
年
４
月
14
日
㊏
以
降
に
転
居
届
を
受
理
さ
れ
た
方

　

→　

転
居
前
の
住
所
の
投
票
所

■
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
の
場
所
、
投
票
時
間
な
ど
を
記
載
し
た
入
場
券
（
は
が

き
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
に
出
か
け
る
際
は
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
投
票
日
ま
で
に
届
か
な
か
っ
た
り
紛
失
し
た
場
合
に

は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
で
再
交
付
し
ま
す
。

■
選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す

各
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報

を
４
月
16
日
以
降
に
配
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
や
出
張
所
に

も
配
置
し
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
（
輪
島
市
議
会
議
員
選
挙
）

投
票
日
前
で
も
、
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

用
事
が
あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

宣
誓
書
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
印
鑑
は
不
要
で
す
。

な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
い
れ
ば
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
期　
　

間
】　

４
月
16
日
㊊
～
４
月
21
日
㊏

【
開
所
時
間
】　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

【
投
票
場
所
】

・
輪
島
選
挙
区
（
旧
輪
島
市
の
区
域
）
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

・
門
前
選
挙
区
（
旧
門
前
町
の
区
域
）
総
合
支
所
１
階
101
会
議
室

※
自
分
の
選
挙
区
以
外
の
期
日
前
投
票
所
で
は
、投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
日
に
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
す

投
票
日
当
日
は
、
投
票
開
始
と
な
る
午
前
７
時
、
正
午
お
よ
び

午
後
６
時
に
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
す
。

■
入
院
・
入
所
先
で
の
不
在
者
投
票

石
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
や
施
設
な
ど
に
入

院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
お
早
め
に
病
院
長
・
施
設
長
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
】

市
立
輪
島
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
百
寿
苑
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
あ
て
の
木
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
か
み
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
る
さ
と
能
登
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
や
び

※
市
外
の
指
定
施
設
で
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
各
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
の
障
害
や
疾
病
の
た
め
に
、
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
が
、
自
宅
な
ど
で
投
票
の
記
載
を
し
、
郵
便

ま
た
は
信
書
便
を
利
用
し
て
投
票
を
行
う
制
度
で
す
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
手
帳
等
の
記
載
が
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。
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投票区 投票所 開閉時刻

輪
島
選
挙
区

第１ 輪島市庁舎１階玄関ホール

午前７時～午後７時

第２ 輪島市立河井小学校児童用玄関

第３ 輪島市立鳳至小学校体育館

第４ 輪島市女性センター講習室

第５ 輪島市港コミュニティセンター和室

第６ 輪島市立大屋公民館集会室

第７ 輪島市光浦多目的集会施設和室

第８ 旧輪島市立二俣小学校職員室

第９ 旧輪島市立滝又小学校教室

午前７時～午後６時
第 10 旧輪島市立西二又へき地保育所遊戯室

第 11 輪島市西保コミュニティセンター会議室

第 12 下山集会所和室

第 13 輪島市立河原田小学校体育館

午前７時～午後７時第 14 ふれあいプラザ河原田集会室

第 15 輪島市立三井保育所遊戯室

第 16 洲衛集会所和室 午前７時～午後６時

第 17 仁行集会所和室

午前７時～午後７時

第 18 市ノ坂多目的集会施設広間

第 19 輪島市立鵠巣小学校体育館ミーティング室

第 20 高齢者いきがい輪島深見センター和室

第 21 輪島市林業センター研修室

第 22 名舟町集会所大広間

第 23 旧輪島市立南志見公民館東印内分館
午前７時～午後６時

第 24 東山集会所和室

第 25 輪島市ふるさと体験実習館研修室
午前７時～午後７時

第 26 石川県輪島水泳プールミーティング室

第 27 金蔵集会所和室 午前７時～午後６時

第 28 旧輪島市立東小学校体育館 午前７時～午後７時

第 29 旧輪島市立寺山小学校体育館 午前７時～午後６時

第 30 輪島市町野町多目的集会施設１階会議室 午前７時～午後７時

門
前
選
挙
区

第 31 輪島市門前コミュニティセンター談話室
午前７時～午後７時

第 32 深田地区集会所会議室

第 33 猿橋集会所 午前７時～午後６時

第 34 輪島市立諸岡公民館大集会室 午前７時～午後７時

第 35 深見地区集会所集会室 午前７時～午後６時

第 36 輪島市黒島コミュニティセンター会議室

午前７時～午後７時

第 37 下本郷地区集会所集会室

第 38 本郷農林漁家高齢者センター集会室

第 39 上本郷地区集会所集会室

第 40 輪島市立浦上公民館多目的ホール

第 41 山崎　進宅　茶の間
午前７時～午後６時

第 42 宮本正樹宅　茶の間

第 43 皆月地区多目的集会所研修会議室 午前７時～午後７時

第 44 五十洲集会所 午前７時～午後６時

第 45 輪島市剱地多目的集会施設大研修室 午前７時～午後７時

第 46 ＪＡおおぞら仁岸ふれあいセンター 午前７時～午後６時

第 47 輪島市立阿岸公民館会議室 午前７時～午後７時

第 48 小山地区集会所集会室 午前７時～午後６時

門前地区の猿橋、深見、中屋、濁池、五十洲、馬渡、小山の各投票所
は閉鎖時刻が変更となっています。

選挙に関するお問い合わせ先

輪島市選挙管理委員会　☎（２３）１１９５

かがやける
未来へのかけ橋

この一票

区
分

障
害
の
種
類

等
級
等

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
、
体
幹
ま
た

は
移
動
機
能
の
障
害

１
級
ま
た
は
２
級

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害

１
級
ま
た
は
３
級

免
疫
機
能
の
障
害

１
級
か
ら
３
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
ま
た
は
体
幹

の
障
害

特
別
項
症
か
ら

第
２
項
症

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害

特
別
項
症
か
ら

第
３
項
症

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

介
護
状
態
区
分

要
介
護
５

※
た
だ
し
、
自
分
の
氏
名
や
候
補
者
名
を
自
署
で
き
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。（
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
も
あ
り
ま
す
。）

●
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
申
請
手
続
き 

（
更
新
手
続
き
）

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、
輪
島
市
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
有
効
期
限
を
確
認
し
、
有
効
期

限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
お
早
め
に
輪
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票
時
間
・
開
票
所
（
輪
島
市
議
会
議
員
選
挙
）

開
票
の
様
子
は
有
権
者
な
ら
ど
な
た
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
観
を
希
望
す
る
方
は
、
当
日
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
日　
　

時
】　

４
月
22
日
㊐
午
後
８
時
か
ら

【
開
所
時
間
】

・
輪
島
選
挙
区
（
旧
輪
島
市
の
区
域
）

　

一
本
松
総
合
運
動
公
園
体
育
館

・
門
前
選
挙
区
（
旧
門
前
町
の
区
域
）

　

輪
島
市
門
前
会
館
３
階
大
集
会
室
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平成１９年度当初予算の概要

「基本構想」に基づき市民が真に必要と
する事業を推進しつつ財政健全化に向け
経常的経費の削減、地方債残高を減少

※前年度当初は骨格予算のため、政策的経費など肉付けした後の 6 月補正予算との対比

一般会計　181 億 6,000 万円（△ 10.5％）
特別会計　166 億 2,120 万円（ 3.1％）
企業会計　 58 億 9,763 万円（△ 3.7％）
合　　計　406 億 7,883 万円（△ 4.4％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対前年比△１８億６９８８万円）

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
国
か
ら
地
方
へ
の

3
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
が
、
税

源
の
乏
し
い
本
市
に
あ
っ
て
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削

減
、
地
方
交
付
税
も
抑
制
さ
れ
、
大
変
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
、
本
市
財
政
状
況
は
多
額
の
財
源
不
足
が

生
じ
る
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
の

税
源
移
譲
は
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
移
譲
で
約

3
億
２
０
０
０
万
円
増
加
す
る
も
の
の
、
税
源
移
譲
予
定

財
源
の
所
得
譲
与
税
約
2
億
３
３
０
０
万
円
が
全
廃
さ
れ

減
額
、差
引
８
７
０
０
万
円
の
増
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
決
算
ベ
ー
ス
か
ら
5.5
％
5
億
円

減
の
86
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

平
成
19
年
度
の
予
算
は
、
昨
年
９
月
に
公
表
い
た
し
ま
し

た
「
輪
島
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
全
て
の
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
社
会
的
弱
者
に
配
慮
し
つ
つ
見
直
し

を
行
い
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
経
常
的
経
費
に
お
い
て
約

５
億
円
の
削
減
の
ほ
か
、
職
員
定
数
及
び
給
与
等
の
適
正

化
に
よ
り
約
３
億
４
７
６
６
万
６
千
円
の
削
減
、
市
長
、

副
市
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
20
％
の
カ
ッ

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
地
方
債
（
市
債
）
残

高
は
、
建
設
事
業
の
重
点
化
等
よ
り
償
還
額
を
下
回
る
発

行
額
に
抑
え
、
当
初
予
算
に
お
い
て
約
８
億
５
７
０
０
万

円
の
残
高
減
少
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

残
高
の
逓
減
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
平
成
18
年
度
３
月
補

正
予
算
に
お
い
て
約
１
億
円
の
繰
上
償
還
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
受
益
と
負
担
の
適
正
化
、
合
併
後
の
住

民
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
の
使
用
料
・
手
数
料
の
改

正
、
ま
た
、
学
校
給
食
の
共
同
調
理
化
の
推
進
を
図
る
ほ

か
、
少
子
化
に
よ
り
や
む
な
く
西
保
中
学
校
及
び
本
郷
保

育
所
の
廃
止
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
見

直
し
は
引
き
続
き
19
年
度
に
お
い
て
も
行
う
予
定
で
あ
り

ま
す
が
。
市
勢
の
活
力
を
そ
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
い

た
し
ま
す
。	

輪
島
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た    

事
務
事
業
の
見
直
し

①
職
員
定
数
及
び
給
与
の
適
正
化

▽
職
員
数
を
全
会
計
で
36
人
削
減

▽
期
末
勤
勉
手
当
の
10
％
カ
ッ
ト

▽
旅
費
・
県
内
日
当
の
廃
止

▽
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の
20
％

カ
ッ
ト

②
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構
へ
の
再
編

▽
学
校
給
食
の
共
同
調
理
場
を
５
→
６
ヵ
所
、
単
独

調
理
場
を
８
→
２
ヵ
所
に
共
同
化
推
進

③
中
長
期
を
見
通
し
た
財
政
の
健
全
化

▽
公
共
事
業
の
重
点
化
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費

５
億
８
４
７
８
万
円
の
削
減

▽
地
方
債
発
行
額
を
抑
え
残
高
を
減
少
さ
せ
、
平
成
18
年
度

３
月
補
正
予
算
に
よ
る
約
１
億
円
の
繰
上
償
還
を
実
施

《
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
》

▽
火
葬
料
を
２
万
５
０
０
０
円
に
統
一
、
霊
柩
車
は

３
万
３
０
０
０
円

▽
市
指
定
ご
み
袋
方
式
を
門
前
地
域
に
拡
大

▽
西
保
へ
き
地
保
育
所
保
育
料
徴
収
（
従
前
無
料
）

《
経
常
的
経
費
の
削
減
》

▽
交
際
費
の
削
減

▽
経
常
的
経
費
（
補
助
金
を
含
む
。
）
の
約
５
億
円

削
減

［
廃
止
施
設
］

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
町
野
分
場
の
廃
止

▽
民
俗
資
料
館
の
廃
止

［
廃
止
事
業
］

▽
職
員
互
助
会
へ
の
補
助
金
の
廃
止

▽
輪
島
・
和
倉
間
特
急
バ
ス
運
行
費

（
民
間
事
業
者
が
４
往
復
か
ら
３
往
復
に
減
便
し
代

替
運
行
し
ま
す
）

▽
市
民
交
通
傷
害
保
険
費

▽
観
光
キ
ノ
コ
園
事
業
費

▽
輪
島
夏
祭
り
キ
リ
コ
担
ぎ
体
験
参
加
事
業
費
補
助

▽
門
前
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
自
己
搬
入
ご
み
運
搬

業
務
費

▽
青
少
年
海
外
研
修
派
遣
費

平成 19 年度当初予算の概要
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一般会計［歳入］ 費目 本年度 前年度 増減
自主財源 45 億 3,149 万 2 千円 52 億 8,648 万 9 千円 △ 7 億 5,499 万 7 千円

国の税源移譲などにより、自主
財源である市税が増額となる見込
みであるものの、地方譲与税が減
額、建設事業の減少による県支出
金・市債が減額しています。また、
昨年度、一般会計の歳入不足を補
うために大幅に取り崩した基金か
らの繰入金も今年度においては、
経常的経費の削減により大きく減
少することになりました。

これらにより平成 19 年度当初
予算の歳入は全体で 21 億 3439 万
8 千円のマイナスとなりました。

市税 30 億 8,429 万 0 千円 27 億 82 万 0 千円 3 億 8,347 万 0 千円
分担金及び負担金 1 億 9,266 万 9 千円 1 億 9,375 万 0 千円 △ 108 万 1 千円

その他自主財源 12 億 5,453 万 3 千円 23 億 9,191 万 9 千円 △ 11 億 3,738 万 6 千円
使用料及び手数料 3 億 4,685 万 0 千円 3 億 3,666 万 4 千円 1,018 万 6 千円
財産収入 1 億 1,011 万 7 千円 1 億 175 万 5 千円 836 万 2 千円
寄附金 284 万 2 千円 309 万 3 千円 △ 25 万 1 千円
繰入金 2 億 3,943 万 5 千円 13 億 7,589 万 6 千円 △ 11 億 3,646 万 1 千円
諸収入・繰越金 5 億 5,528 万 9 千円 5 億 7,451 万 1 千円 △ 1,922 万 2 千円

依存財源 136 億 2,850 万 8 千円 150 億 790 万 9 千円 △ 13 億 7,940 万 1 千円
地方交付税 86 億 0 万 0 千円 86 億 0 万 0 千円 0
国庫支出金 12 億 9,771 万 8 千円 12 億 5,343 万 0 千円 4,428 万 8 千円
県支出金 9 億 29 万 0 千円 13 億 4,289 万 9 千円 △ 4 億 4,260 万 9 千円
市債 20 億 8,360 万 0 千円 28 億 1,600 万 0 千円 △ 7 億 3,240 万 0 千円

その他依存財源 7 億 4,690 万 0 千円 9 億 9,558 万 0 千円 △ 2 億 4,868 万 0 千円
地方譲与税 2 億 1,560 万 0 千円 4 億 5,464 万 6 千円 △ 2 億 3,904 万 6 千円
利子割交付金 1,560 万 0 千円 980 万 0 千円 580 万円
配当割交付金 280 万 0 千円 187 万 0 千円 93 万円
株式等譲渡所得割交付金 780 万 0 千円 380 万 0 千円 400 万円
地方消費税交付金 3 億 3,500 万 0 千円 3 億 3,600 万 0 千円 △ 100 万円
自動車取得税交付金 1 億 3,510 万 0 千円 1 億 3,200 万 0 千円 310 万円
国有提供施設等所在市町村交付金 1,000 万 0 千円 1,000 万 0 千円 0
地方特例交付金 1,890 万 0 千円 4,136 万 4 千円 △ 2,246 万 4 千円
交通安全対策特別交付金 610 万 0 千円 610 万 0 千円 0

歳入合計 181 億 6,000 万 0 千円 202 億 9,439 万 8 千円 △ 21 億 3,439 万 8 千円

一般会計［歳出］ 費目 本年度 前年度 増減
議会費 2 億 3,219 万 2 千円 2 億 7,615 万 0 千円 △ 4,395 万 8 千円

歳出予算額で最も大きな割合を
占めた公債費は、過年度の道路や
港湾または公園などの社会資本整
備に充てた地方債を返済するため
増加しています。次に多いのが、
子どもや高齢者、障害者などに提
供するサービスのための経費であ
る民生費となり、建設事業の減少
により、農林水産業費・土木費が
減少しています。

総務費 17 億 2,285 万 3 千円 17 億 9,663 万 9 千円 △ 7,378 万 6 千円
民生費 34 億 9,135 万 2 千円 38 億 6,016 万 8 千円 △ 3 億 6,881 万 6 千円
衛生費 18 億 7,847 万 2 千円 21 億 5,487 万 0 千円 △ 2 億 7,639 万 8 千円
労働費 2,393 万 5 千円 2,984 万 5 千円 △ 591 万 0 千円
農林水産業費 8 億 5,533 万 9 千円 17 億 186 万 2 千円 △ 8 億 4,652 万 3 千円
商工費 3 億 7,776 万 0 千円 5 億 4,268 万 0 千円 △ 1 億 6,492 万 0 千円
土木費 28 億 9,656 万 1 千円 33 億 920 万 7 千円 △ 4 億 1,264 万 6 千円
消防費 7 億 188 万 7 千円 8 億 2,441 万 4 千円 △ 1 億 2,252 万 7 千円
教育費 15 億 7,473 万 8 千円 16 億 6,796 万 7 千円 △ 9,322 万 9 千円
災害復旧費 1 億 195 万 0 千円 1 億 6,848 万 9 千円 △ 6,653 万 9 千円
公債費 42 億 9,446 万 1 千円 39 億 5,210 万 7 千円 3 億 4,235 万 4 千円
予備費 850 万 0 千円 1,000 万 0 千円 △ 150 万 0 千円
歳入合計 181 億 6,000 万 0 千円 202 億 9,439 万 8 千円 △ 21 億 3,439 万 8 千円

特別会計 本年度 前年度 増減
国民健康保険（事業勘定） 48億7,067万5千円 42 億 2,793 万 8 千円 6 億 4,273 万 7 千円

観光施設特別会計を廃止し、新た
にケーブルテレビ事業を推進してい
くため一般会計から、有線放送テレ
ビ事業特別会計を独立させました。

国民健康保険（直営診療施設勘定） 4,827万6千円 4,717 万 5 千円 110 万 1 千円
老人保健 47億924万3千円 49 億 4,803 万 7 千円 △ 2 億 3,879 万 4 千円
介護保険 29億7,347万9千円 32 億 4,115 万 1 千円 △ 2 億 6,767 万 2 千円
有線放送テレビ事業 8億7,827万6千円 － 皆増（新設）
土地取得事業 3,261万6千円 184 万 3 千円 3,077 万 3 千円
臨空産業団地造成事業 3,401万5千円 3,401 万 5 千円 0
観光施設事業 － 547 万 1 千円 皆減（廃止）
臨海土地造成事業 4億7,506万4千円 9 億 7,970 万 2 千円 △ 5 億 463 万 8 千円
公共下水道事業 17億4,319万1千円 17 億 8,971 万 4 千円 △ 4,652 万 3 千円
特定環境保全公共下水道事業 6億5,038万2千円 6 億 5,043 万 8 千円 △ 5 万 6 千円
農業集落排水事業 7,491万4千円 8,010 万 9 千円 △ 519 万 5 千円
漁業集落排水事業 4,363万5千円 4,513 万 8 千円 △ 150 万 3 千円
浄化槽事業 8,743万7千円 7,796 万 2 千円 947 万 5 千円

合計 166億2,120万3千円 161 億 2,869 万 3 千円 4 億 9,251 万円

企業会計 本年度 前年度 増減
病院事業 36 億 7,345 万 2 千円 36 億 8,481 万 2 千円 △ 1,136 万円
国民宿舎事業 1 億 4,987 万 2 千円 1 億 5,733 万 6 千円 △ 746 万 4 千円
水道事業 20 億 7,431 万 1 千円 22 億 8,348 万 1 千円 △ 2 億 917 万円

合計 58 億 9,763 万 5 千円 61 億 2,562 万 9 千円 △ 2 億 2,799 万 4 千円
※予算については、支出額を計上しています。

平成 19 年度当初予算の概要
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世界に誇れる文化を
次代に受け継ぐまちづくり

　本市の優れた漆文化や伝統ある文化を後世に継承するとともに、市民
が多様な芸術・文化に親しむ機会と場の提供、芸術創作活動を支援し、
個性豊かな文化の創造を目指します。

１. 伝統文化の保存・継承

　指定文化財の保存と活用や新たな文化財の調査・発掘を進めます。
また、失われつつある伝統文化・芸能・行事の積極的な保存・継承に
努めます。

■三夜おどり開催事業費補助（220 万円）

■輪島の方言調査（H16 ～ H19 金大委託事業）事業費（99 万円）

■きゅう漆技法を後世に伝えるため、小森邦衛氏のハイビジョン
収録「石川の匠たち」の制作費（500 万円）

■古文書調査事業費 (224 万円）

■久手川・塚田道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査費（881
万 9 千円）

■【新】名勝保存修理事業、白米千枚田の周遊路整備費（227 万
4 千円）

２. 芸術・文化活動の支援

　市民の自主的な芸術・文化活動を支援するとともに、文化施設の整
備や芸術・文化の鑑賞や発表の機会の充実に努めます。

■コンサートや公演、美術展、市民文化祭の開催など

■【新】文化会館設備整備費　防排煙設備改修費（1 億 2,000 万円）

地域で支え合う人にやさしい
安全・安心のまちづくり

自然災害や交通事故等から市民の生命・財産を守り、安全な暮らしの
実現とやさしさとぬくもりのある福祉のまちづくりを進め、住みなれた
地域でお互いに支え合えながら、安心して暮らせる社会を目指します。

１. 消防・防災・防犯対策の推進

　治山・治水・海岸保全の充実と市民の防災意識を高め、防災・災害
救助活動が円滑に行われるような環境づくりを推進し、消防施設・設
備の充実により消防力の強化に努めます。

■町野分遣所および剱地分団の消防ポンプ車の更新など
　16 分団の運営費や防火水槽４基の新設と、防火水槽７基の有蓋化

■津波ハザードマップや昨年の河原田川に引き続き、町野川の洪
水ハザードマップの作成、防災マニュアルの全世帯配布

■海岸保全のために曽々木漁港人工リーフ整備を継続し、新たに
波浪被害の防止に深見漁港（門前地区）の離岸堤整備に着手

■市内 14 ヵ所の県急傾斜地崩壊対策事業の市負担（事業費の 5
～ 15%）費（3,885 万円）

２. 交通安全対策の推進

幼児から高齢者まで幅広い層への交通安全教育の推進と交通安全運
動を展開し、交通安全思想の普及とモラル向上を図ります。交通安全
施設の整備や、通学路等の歩道整備を推進します。

■交通安全推進隊活動費補助、ガードレール、カーブミラー整備ほか

３. 児童福祉の充実

保育サービスの充実や地域子育て支援体制の整備、児童の健全育成
環境の充実等を推進し、安心して産み育てることのできる社会の実現
を目指します。

■チャイルドシート購入助成事業（55万円）
　６歳未満児がいる世帯で購入価格の1/2を限度額１万円で助成

■南志見児童クラブを新設し、放課後児童健全育成を図ります。　児童
センター、子育て支援センター事業費、児童館と８つの児童クラブな
どの活動や運営費用を計上（5,080万円）

■児童手当費　（1億7,439万8千円）
月額5000円、（第３子１万円）を小学校終了前まで支給。今年度から、
０歳から３歳未満児までは、乳幼児加算の創設により一律月額１万円
に引き上げられました。

■母子家庭の児童扶養手当費（6,929万9千円）
　全部支給月額 41,720 円、一部支給平均月額 30,341 円、２人目

5000円、３人目3000円を加算

■小学校を卒業するまでの乳幼児および児童の医療費を助成
　（4,234万9千円）

■子宝支援事業費（334万5千円）　不妊治療に要する治療費の助成限
度額を70万から60万円に引き下げますが、国の制度（年２回20
万円）と合わせ80万円まで助成を受けることができます。

■私立幼稚園就園奨励費補助（751万6千円）　第３子目の保育料無料
化に合わせ、入園料および授業料の全額を助成。同時入園の第２子は
半額助成

４. 高齢者福祉の充実

　高齢者が住み慣れた我が家で、いつまでも元気で暮らせるよう在宅
支援サービスの充実と介護予防を推進し、高齢者の生きがいづくりと
社会参加の促進を図ります。

■後期高齢者医療制度の創設に伴うシステム改修費、石川県後期高齢者
医療広域連合負担金など（5,739万2千円）

■あての木園デイサービスセンター建設費償還補助、特養ホームあかか
み建設事業元利償還金補助（414万9千円）

■地域包括支援センター事務費（1,135万8千円）

■外出支援サービス事業、軽度生活援助サービス事業ほか
　（1,728万3千円）

■老人保護措置費（養護老人ホーム入所設置費1億6,436万4千円）

■長寿祝品贈呈事業費　これまでの80歳以上から80歳、88歳、100
歳以上の方と節目の年の方へ祝品を贈呈（740万1千円）

■在宅老人日常生活用具給付費（194万4千円）
　歩行補助車、電磁調理器、自動消火器、【新】火災警報器を加える

■高齢者が自立した生活を送れるようにするための事業として、在宅老人
自立支援型住宅リフォーム推進事業費（1,256万円）

万円）、高齢者筋力向上トレーニング事業および生きがい通所支援事業ほ
か（2,352万1千円）

心身ともに健やかな人を育む
まちづくり

　市民がいつまでも健康でいきいきと暮らし、また将来を担う人材の育
成に向け、学校教育の充実や青少年の健全育成などを推進し豊かな教育
環境・生涯学習社会のまちづくりを目指します。

１. 健康づくりの推進

　健康づくりの向上に向けた啓発活動や積極的な健康づくり活動の推
進と健康教育・相談、各種健診事業等、母子保健対策や生活習慣病対
策の充実を図ります。

■インフルエンザ予防接種ほか (3,396 万 2 千円）、がん検診費
(2,378 万 5 千円）、基本健康診査費（6,118 万 8 千円）、健
康指導費（262 万 8 千円）を計上

■母子保健推進事業（1,184 万 3 千円）妊婦健診 2 回を 5 回に拡大

２. スポーツ活動の推進

　生涯を通じて心身ともに健康で生きがいのある生活を送るために、
生涯スポーツの普及と活発な活動の展開を図り、スポーツ施設の充実
やスポーツ大会などによる交流の推進します。

■総合型スポーツクラブ育成補助および各種スポーツ教室開催費
（2,823 万 5 千円）

■スポーツ少年団各種大会助成、高校女子ソフトボール研修大会
費（5/3 ～ 6、門前総合運動公園ほか）

３. 学校教育の充実

　人間性豊かな児童・生徒の育成のため、就学前教育、義務教育、高
等学校教育の充実と輪島の豊かな教育環境を活かした学習活動や小中
高が連携した教育など、特色ある学校づくりを推進します。

■スクールバス運行費（愛のりバス３台含む9台、2,205万9千円）

■大学生育英資金貸付事業費（貸与月額 35,000 円、内新規 10 名募

集）、高校生育英資金給付事業費（給付月額 8,000 円、給付枠 35 名）

■学習障害や注意欠陥・多動性障害などの児童に対応する特別支援教育支

援員を鳳至・町野・大屋小学校に配置

■遠距離通学の児童・生徒への通学費補助（1,563 万 4 千円）

■中高一貫教育推進するとともに、特色ある学校づくり取り組みを支援事業費

平成 19 年度当初予算の概要

５. 障害者福祉の充実

　障害者が自立し、快適に暮らし続けられるよう、障害者福祉サービ
スの充実や社会参加の支援、障害者にやさしい生活環境整備を推進し
ます。障害者に対する理解向上を目指した啓発活動を推進します。

■身体障害者施設入所支援事業費、知的障害者施設入所支援事業費ほか
　（5億6,355万3千円）
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活力に満ちた地域産業が発展する
まちづくり

　豊かな自然環境と先人から受け継いだ水準の高い技術等を活かした
産業振興と若者の定住促進・住民福祉の向上の自立的な発展のために
既存産業の振興や新たな産業の育成に取り組み、活力あるまちづくり
を目指します。

１. 農林水産業の振興

①農業の振興
　質や安全性を求める消費者ニーズに対応した高付加価値型農業や観
光と連携した農業の取り組み、また担い手育成や快適な農村環境づく
りにより総合的な農業振興を図り、足腰の強い農業の確立を目指しま
す。

■農産物主産地事業費　ミニトマトなどの種苗購入の 20% 助成
　（40 万 7 千円）

■地産地消推進事業費（60 万円）

■水田農業の担い手育成のための農地保有合理化法人に対する支援
　５年以上の農地賃貸借契約している農地保有合理化法人に対し

10a あたり 3000 円を補助（288 万円）

■中山間地域における農業生産活動に対する交付金（1 億 700 万円）

■コンバイン購入に対する助成（400 万円）
　1.5ha 以上の農業経営者（法人を含む。）のコンバイン購入費の

1/3 を助成（予算の範囲内で 100 万円を上限）

■能登牛の改良と増殖を図るため人工授精の費用を助成
　１頭につき年１回人工授精に係る費用の1/2を助成（30万1千円）

■県営広域営農団地農道整備およびため池等の改修の負担金
　輪島 2 期（石休場～山ノ上）、能登外浦・同３期・４期（窕～馬渡

～北浦～千代）など（5,027 万 1 千円）

■輪島地区８ヵ所、門前地区６ヵ所の土地改良事業費、水路工事費、「白
米千枚田」における農業用水路と道路整備費など（2,524 万円）

■門前南部地区の中山間地域の農道水路等の整備費（2,024 万円）
　【新】二又地区は用水路整備費、剱地地区は実施設計費

②林業の振興
　森林資源の適切な管理と生産基盤等を通じて森林資源の維持・保育
と林業の振興を目指すとともに、森林のもつ機能の多面的な活用を推
進します。

■森林の公益的機能を回復するために必要な市有林および民有林の間
伐や森林維持管理に係る支援費（4,732 万 4 千円）

■【新】森林施工の機械化を図るため林道やな谷内線開設事業費や【新】
水資源再生林整備事業として三井町洲衛地区での広葉樹 1200 本
を植樹に係る費用

■林道内屋貝吹線、佐比野線および小池線の舗装工事費と林道荒屋貝
吹線および箱根線の改良工事費など

③水産業の振興
　漁業生産基盤の整備を推進するとともに、水産物の需要拡大対策や
栽培漁業の振興を図り、漁業者が意欲を持って就労できる、魅力ある
水産業を目指します。

■舳倉島漁港に海水濾過殺菌装置設置費補助、漁船用燃油流通の効率
化を図るためのタンクローリー購入に支援

■鵜入漁港小鵜入地区に消波ブロック製作、【再掲】曽々木漁港人
工リーフや深見漁港離岸堤整備費を計上

■舳倉島漁港の修繕および鹿磯漁港の改修などの県単独事業負担
金や名舟、大沢、光浦、黒島漁港の浚渫工事費など

２. 商工業の振興

①商業の振興
　中心商店街の活性化と利便性の高い商業環境づくり、観光など他産
業と連携した商業の育成など、消費者ニーズの多様化に対応した商業
振興を図ります。

■不況対策無利子融資の利子額補てん、個店対策、市内中小企業
等の販売促進等の支援や専門家による経営相談・経営改善セミ
ナー等の開催支援（2,858 万 6 千円）

■首都圏での販路拡大のための物産展活動費、市内中小企業に安
心して就職ができるように中小企業退職金共済制度および特定
退職金共済制度への加入促進費（291 万 1 千円）

■企業誘致への推進事務経費、人材確保対策としてＵ・Ｉターン
者やＹターン者等への定住促進奨励金制度を継続実施

　U・I ﾀｰﾝ（50 歳以下）＝ 10 万円、Y ﾀｰﾝ（転入時 25 歳未満）
＝ 5 万円を 5 年間、新規学卒者＝ 5 万円（1,256 万 2 千円）

②工業の振興
　漆器産業の振興を推進するとともに、既存企業の経営基盤強化や近
代化等への支援等により、工業振興を図ります。

■漆器産地の振興に係る対策事業費やアメリカニューヨークなど
海外へのアピールも視野に更なるブランド強化育成を図るため
の事業費（713 万円）

■輪島塗の堅牢さを基本となる地の粉製造に係る機械設備の導入
費補助（200 万円）

３. 観光の振興

　様々な観光資源を有する本市観光の総合的な活性化のための取り組
み、また多様な観光ニーズへの対応や観光ポテンシャルの向上等を目
指し、受け入れ体制の充実や広域的な観光振興を推進します。

■誘客促進のための観光親善大使活動費や能登空港の利用促進も
合わせた首都圏からの誘客に係る宣伝事業費（1,577 万円）

■冬季ににおける誘客促進を図るため「輪島かにまつり」「輪島か
に王国」の開催費

■輪島独自の文芸「段駄羅」を生かし、ふらっと訪夢から朝市に
至る各商店街の通りに掲げることにより、観光客の回遊性を高
め、滞在時間の延長を促進するための整備費、猿山岬の雪割草
散策道の安全対策を図るとともに、シャトルバスの運行など観
光客の利便性の向上を図る費用など

■団体客の拡大を図ることを目的に、輪島大祭において、実際に
キリコを担ぎ祭りに参加することで、その魅力を体感していた
だくための費用

■朝市駐車場やその周辺の維持管理費、御陣乗太鼓の無料実演事
業費、輪島の豊かな海洋資源を活用した「釣り」による誘客を
図る釣船大会ジギングバトル等の開催費など（2,109 万 6 千円）

人が集い交流が盛んな
にぎわいのあるまちづくり

豊かな自然や漆文化、特色ある祭り・伝統行事、食文化など、本市の
特性を十分に活かしながら、文化・芸術・教育・観光等の様々な分野で
の交流活動を支援・推進し、よりよい地域社会の形成に向け、積極的な
住民交流と地域コミュニティの育成・強化を図り、地域の活性化や世界
にも視野を広げた開かれたまちづくりを目指します。

１. 地域間交流の促進

　姉妹都市をはじめ国内諸都市との文化、教育、スポーツ、経済など
幅広い分野での活発な交流と地域資源を活用した都市住民との交流を
深める取り組みを推進します。

■コンベンション等誘致支援助成事業費、子ども長期自然体験村
事業費（742 万円）

２. 国際交流の推進

　国籍や文化の違いを理解し、海外の多くの人々との文化・芸術、ス
ポーツ、教育、経済分野等の多様な交流を推進し、相互理解を深める
とともに、国際感覚豊かな心をもった人材の育成に努めます。

■外国人講師招致事業費（英語指導助手３名、1,535 万 4 千円）

３. 市内の更なる交流・連携の推進

　イベントやスポーツ大会の開催、文化交流、まちづくり活動等を通
して、地域間や市民相互の交流を推進し、市民の一体感の醸成を促進
します。

■【新】「（仮称）永井豪記念館」の建設及び設置に向けての雰囲
気づくりの一環として輪島市民まつりで永井豪氏のマンガ、ア
ニメ等のキャラクター仮装コンテストの開催費（100 万円）

■輪島市民まつり事業費、セカンドメモリアル GOGO の開催費、
千枚田結婚式や田植え・稲刈り行事のイベント事業費、そばの
市開催事業費、峨山道巡行事業費（４月、９月予定）、全日本
ダートトライアル選手権（第７戦：９月９日）開催費、わじま
農林漁業まつりなどの事業費、全日本競歩輪島大会の開催費な
ど（3,578 万 2 千円）

4. 交流拠点の整備

　多くの人々が訪れ、幅広い交流が生まれるような魅力ある交流拠点
の創出を図るとともに、市民が気軽に交流できる施設の整備充実を推
進します。

■河井町横地線に係る都市ルネッサンス事業（1 億 275 万円）

■まちづくり交付金によるマリンタウン駐車場整備費、周辺の道
路整備費等を計上（7 億 2,390 万円）

５.コミュニティ活動の支援

　自治会等の既存のコミュニティ活動を支援するとともに、地域にお
けるコミュニティリーダーの育成やテーマ型の新たなコミュニティ活
動を支援し、活発なコミュニティ活動による住みよい地域づくりを推
進します。

■地区公民館活動事業助成、その中核を担う人材育成、公民館を核と
した学習機械の提供など（1,113 万 8 千円）

平成 19 年度当初予算の概要
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誰もが住みたいと思う
快適なまちづくり

優良な宅地や道路交通網、情報通信基盤、上下水道、公園、生活道路、
緑地の整備など、市民が快適で便利に暮らせる環境づくりを推進すると
ともに、このまちで暮らすことに誇りとやすらぎを享受できるまちづく
りを目指します。

１. 良質な住宅・宅地の供給

　公営住宅の整備改善、若者や高齢者のニーズに対応した良質な住宅
の供給、空き家の有効利用を推進するとともに、人口定住促進のため
の総合的な住宅施策を進めます。

■既存公営住宅の居住水準の向上、安全性の確保等を図るため
11 団地 302 戸に火災警報器を設置、また、久手川住宅３棟
に下水道を接続するための費用（780 万円）

２. 交通ネットワークの整備

　能越自動車道等の広域幹線道路から地域の生活道路まで、あらゆる
道路の整備向上を推進するとともに、安全・安心・快適に通行できる
道路環境の創出を図ります。

■へぐら航路運航費の助成（1,020 万 4 千円）

■県道路事業負担金のほか、道路橋梁改良と耐震対策・道路側溝、
舗装、交通安全施設整備費など（3 億 2,700 万円）

■久手川塚田線の橋上部工と用地購入費ほか、五十洲深見線ほか
４路線の改良・舗装、塚田久手川線の改良ほか（4 億 1,600 万円）

■【新】広瀬中谷内線の測量設計・改良（1 億 1,000 万円）

■【再掲】都市ルネッサンス事業、【再掲】マリンタウン駐車場
整備とその周辺道路の整備

３. 公共交通網の整備・充実

　能登空港の利用増大に向けた取り組みを推進するとともに、市民の
生活の足として大きな役割を担っているバス路線、海上航路について、
公共交通機関としての利便性向上を促進していきます。

■能登空港利活用促進事業費、片道のみの助成を廃止し、往復に
係る助成金を 12 歳以上の者は現行４０００円から３０００
円、（小人２０００円を１５００円）に改定（3,644 万 6 千円）

■生活路線バス維持対策費、能登有料道路通行料金の割引助成負担金
（普通自動車４６０円割引、うち１２４円を市が負担）（6,940 万円）

■【再掲】へぐら航路運航費のほか

4. ＩＣＴ環境の整備

　情報通信技術の発達がもたらす便益を市民生活の向上などに有効に
活かしていくため、高度情報通信基盤の整備や電子市役所の構築を進
め、誰もが高度情報化のメリットを受けられるよう、市民の情報利活
用能力の向上を推進します。

■有線放送テレビ事業費として、ケーブルテレビの伝送路整備な
ど（8 億 1,934 万 9 千円）

５.上下水道の整備

　安全で良質な水を常に供給できるよう、水道施設の整備充実を図る
とともに、水道未普及地域の解消に努めます。また、快適な生活環境
の形成を図っていく上での重要な都市基盤施設である下水道につい
て、その総合的な整備推進に取り組みます。

■水道未普及地域である三井地区への上水道の拡張、町野町寺山地
区や新規に南志見小田屋地区への町野簡易水道の拡張

■門前町剱地地区の管渠工事のほか、市町村設置型合併処理浄化槽
の整備の拡大、下水道工事実施に伴う水道管布設替など

６. 火葬場・墓地の整備

　市内には、輪島霊苑と輪島市穴水町環境衛生施設組合火葬場の２箇
所の火葬場がありますが、輪島霊苑の火葬場については老朽化が著し
いため、近代的な施設化を図り、効率的な管理運営を推進します。

■輪島霊苑の霊柩車更新費 (800 万円）　経済性・利便性を考慮し現
在の宮型ではなくバン型国産車を採用

　

洋型儀礼車（2500cc/4WD国産車バンタイプ）一部室内輪島塗の絵図を設置

豊かな自然につつまれた
潤いのあるまちづくり

本市の豊かで美しい自然環境や四季折々の美しいふるさとの景観を保
全・育成するとともに、省エネルギー、リサイクルや環境美化など、生
活全般にわたる美しい環境づくりを目指します。

１. 自然環境の保全・活用

　能登半島国定公園をはじめ、山、川、海の豊かな自然や貴重な動植
物を守り育てる活動をするとともに、公害防止対策や自然エネルギー
の導入等を推進、豊かで美しい自然環境を次代へと引き継いでいきま
す。また、環境問題への関心や理解を深めるため、環境教育の充実に
努めます。

■白崎、赤崎、大長崎、猿山地域の景観保護に係る費用のほか、環
境美化推進費や不法投棄を防止するための不法投棄監視員（16名）
の設置費ほか、【再掲】白米千枚田の周遊路整備費など

２. 自然・歴史的な景観の保全と育成

　輪島を代表する自然景観や歴史的景観を守り育てていくとともに、
住みやすい、魅力あるまちづくりを推進するためにも、美しい街並み
形成や良好な都市景観の形成を推進します。

■フラワーロード整備事業費や健民運動花のまちづくり事業費を
引き続き計上

■鳳至上町地区および門前地区における周辺道路の美装化と沿道
の集計整備助成などを引き続き計上

■【再掲】都市ルネッサンス事業、【再掲】マリンタウン駐車場
整備とその周辺道路の整備

３. 循環型社会の形成

資源の有効利用と地球環境を守るため。ごみの減量化や再資源化に一
層取り組むとともに、ごみ資源化処理施設の整備を推進します。また、
循環型社会の形成を目指し、市民のリサイクル意識の高揚を図るとと
もに、市民、行政、事業所が一体となって環境美化に取り組みます。

■指定ごみ袋制作費、啓発推進費およびごみ減量化のためのコン
ポスト購入助成などの各種助成費

■輪島クリーンセンター１号炉の経年劣化に対する補修費ほか

市民と行政の協働による
効率的なまちづくり

地方分権という時代の流れに柔軟に対応できる行財政運営に努め、自律
性の高い豊かなまちづくりを目指すとともに、市民と行政が情報を共有し
ながら、住民の主体的なまちづくりを推進します。

１.行政の情報化推進

　増大する行政ニーズに有効に対処し、事務処理のスピードアップと
市民サービスの向上を図るため、行政の情報化を推進します。

■【再掲】有線放送テレビ事業費として、ケーブルテレビの伝送
路整備など

平成 19 年度当初予算の概要
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能登空港活性化・利用促進輪島市協議会からのお知らせ

～能登空港誘客（宿泊）促進事業の実施状況報告～
平成１５年７月の能登空港開港以来、本市においては、特に利用が低迷する冬季における誘客促進策とし

て、能登空港を利用して輪島市に宿泊する旅行ツアーを企画し催行した旅行業者に対し補助金を交付するこ
とにより、交流人口の拡大や能登空港の利用促進を図り、冬季の宿泊を伴う観光客の獲得に成果を挙げてい
ます。

また、この補助金は、旅行業者が消費者ニーズに合わせ旅行ツアーの内容の充実や格安旅行ツアーなどの
作成に活用され、特に首都圏等の旅行業者では特別企画などのツアーも企画・催行されました。これらのパ
ンフレットが各社の販売店舗や駅の旅行センターなどに置かれ、販売促進の取り組みが実施されることで、
関東圏に住む人々への本市の観光ＰＲにもつながりました。

今回、これまでの実績を報告すると共に、今後も、能登活性化に必要不可欠な財産でもある能登空港の更
なる飛躍のために、下記のとおり能登空港誘客（宿泊）促進事業を実施していきます。

【事業概要】
事業名称　能登空港誘客（宿泊）促進事業

実施概要　以下の条件を満たし、申請があった場合に補助金を交付する。

交付対象　観光客入り込み数が低迷する冬期間において、能登空港を利用し、市内の宿泊施設にて宿泊する５人以上の

　　　　　旅行を企画・実施した旅行業者に対し実績に応じて交付する。

対象期間　平成１５年度まで　１１月～翌年３月

　　　　　平成１７年度まで　１２月～翌年２月

　　　　　平成１８年度から　１２月～翌年２月を基本

　　　　　　　　　　　　　　ただし、計画したツアーの期間に応じて前後１ヶ月までを対象とする。

交付金額　平成１７年度まで　一人あたり３，０００円

　　　　　平成１８年度から　旅行ツアー企画の内容（計画人数等）に応じて、一人あたり片道５００～１，５００円を

　　　　　　　　　　　　　　交付する。また、計画以上に誘客実績があった場合は報奨金を交付する。

【交付実績】　※平成１８年度は見込み

年度区分 実施旅行業者数（社） 能登空港搭乗席数（席） 市内宿泊人数（人） 交付補助金額（円）
平成１５年度 19 8,661 6,401 1938 万 1000 円 
平成１６年度 11 6,961 3,949 1180 万 5000 円 
平成１７年度 11 10,567 5,584 1689 万 9000 円 
平成１８年度 3 11,116 5,774 1500 万円

9
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ケーブルテレビ事業に関するお問い合わせ先

輪島市放送課　☎４２－１５８３／Ｅメール：catv ＠ city.wajima.lg.jp

家庭へは光ファイバが引き込まれるのですか？
［×］今回、輪島市が採用する方式は HFC（光・同軸ハ

イブリッド方式）ですので、各家庭へ引き込まれ
るのは同軸ケーブルとなります。

インターネットの 100 ＭＢサービスが行われるのですか？
［×］インターネットは当初最大 30MB サービスを予定

しております。
平成 23 年 7 月のアナログ放送が終了する前にテレビ毎
にＳＴＢが必要ですか？

［×］NHK 総合・教育、石川テレビ、北陸放送、テレビ金沢、
北陸朝日の６局であれば、STB は不要です。

ＢＳ・ＣＳはケーブルテレビに加入しないと視聴できな
いのですか？

［×］衛星放送の BS や CS は、これまで個人でパラボラ
アンテナを上げて見ていた方はそのまま使用でき
ます。
ただ、宅内配線が変更となる場合がありますので
ご注意ください。

門前有線放送電話が廃止されるのはケーブルテレビの為
ですか？

［×］門前有線放送電話施設が廃止されるのは、施設自
体の老朽化に伴い、更新や改修に多額の費用がか
かるためです。有線放送のお知らせ機能は、ケー
ブルテレビの自主放送チャンネルへ引き継がれま
す。

輪島市が公設でケーブルテレビ事業を行うために、ＮＴ
Ｔ西日本などの光サービスが行われないのですか？

［×］NTT 西日本には経済界の皆様と一緒に、平成１５
年頃から B フレッツサービスの提供をお願いして
いますが、採算上の問題からサービスの提供は難
しいと聞いています。

共聴施設の撤去は市がやってくれるのですか？
［×］施設は組合の所有物ですので、撤去費用を市が負

担することは考えておりません。
ＳＴＢから分配してテレビは見られますか？

［×］STB から出力されるケーブル（PIN コード、S 端子
ケーブル、D 端子ケーブル）は分配できませんので、
テレビごとにＳＴＢが必要となります。この場合
も（１）アナログテレビでアナログコースを視聴
する場合・（２）デジタルテレビでデジタルコース
を視聴する場合は、STB は必要ありません。

現在の宅内配線はそのまま使えないのですか？
［×］宅内の配線がデジタル放送に対応している場合は

張替えは必要ありませんので、工事をされた電器
店等にご相談ください。具体的には、５ＣＦＢの
同軸ケーブルとデジタル対応の分配器・増幅器で
あればそのまま使えるものと考えられますが、平
行フィーダー線等の場合は使えませんのでご注意
ください。

ケーブルテレビ月額利用料金、加入促進価格
コース名 平成 23 年 7 月まで 平成 23 年 8 月から

アナログ １，０５０円 デジタルコースへ移行

デジタル
１，５７５円

１，０５０円（加入促進価格）
１，５７５円（地上デジタルチューナー内蔵テレビ

以外の場合、別途地ﾃ゙ ｼ゙ ﾁｭ - ﾅー か STB 必要）

デジタル BS プラス １，５７５円（別途 STB 必要）

デジタルファミリー ２，１００円（別途 STB 必要）

説明会や電話等でよくある質問についてお答えします。

輪島市からもＮＨＫからも、まだ一度も説明を受けていない
テレビ共同受信組合の組合長（代表者）の方は至急ご連絡ください。
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ケーブルテレビで
出来る高速インターネット!
広がるコミュニケーション

ケーブルテレビ加入者がインターネット接続サービスに加入できます。
※インターネットのみの加入はできません。

インターネットの利用料金

初期費用　
ケーブルテレビ インターネット

加入促進期間
第１期エリア 平成 20 年

6 月 30 日まで
平成 20 年

9 月 30 日まで
期間終了後 平成 20 年

12 月 28 日まで 期間終了後
第２期エリア 平成 20 年

9 月 30 日まで
平成 20 年

12 月 28 日まで

加　入　金 １０，５００円 ２６，２５０円 ４２，０００円 ０円 １０，５００円
引込工事費 ０円 ０円 21,000 円程度 ０円

宅内工事費
（加入者実費負担）

21,000 円程度　※テレビの台数や家の構造など各家庭
　　　　　　　　　の状況により工事費は異なります。

21,000 円～
※モデム、パソコン１台の設定含む

月額利用料
■接続コース

コース名 下り速度 月額（税込） 備　考

お試し 256Kbps 1,575 円 1 メールアドレス（スパム、添付ファイルウィルス
チェック機能付き）、ホームページ掲載容量 20MB（非
商用目的のみ）、IP 電話機能付き、モデムレンタル
料 (1 台まで無償貸与）、プロバイダ料込。

スタンダード（基本） 10Mbps 2,940 円

スピード（高速） 30Mbps 4,725 円

※通信速度は、理論上の最大速度で状況により速度は変化します。
（ベストエフォー型）

■ＩＰ電話の通話料 有料通話分に関して、毎月請求します。

主な利用先 通話料（税込） 備　考

加入者間および提携 IP 電話会社 0 円 ソフトバンクテレコム、Yahoo!BB、KDDI、＠ nifty（一部）、BIGLOBE（一部）

NTT 加入電話および提携外ＩＰ電 8.4 円 3 分間につき

提携ＩＰ電話同士なら、どれだけ話してもタダ。
これなら田舎のおじいちゃんとおばあちゃんとど
れだけでも話ができるよ。

高速回線だからインターネットカメラで
元気な孫の姿が見られるぞ！
夏休みに孫だけ先に田舎によこしてもＩ
Ｐ電話やインターネットですぐに話した
り元気な姿が見られるから安心だぞ！
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島
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③
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た
戦
傷
病
者
の
妻

◎
次
の
場
合
に
は
、
特
別
給
付
金
の
新
規
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
平
成
13
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15
年
4
月
1

日
の
間
に
、
戦
傷
病
者
（
夫
）
が
恩
給
法
に

よ
る
増
加
恩
給
等
の
給
付
の
受
給
権
を
有
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

●
平
成
13
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15
年
4
月
1

日
の
間
に
、
戦
傷
病
者
の
方
と
婚
姻
さ
れ
た

場
合

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
基
準
日
に
お
い
て
生
存

し
、
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

で
す
。

請
求
窓
口

本
庁
舎
１
階
福
祉
課

ま
た
は
、
総
合
支
所
１
階
市
民
課

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
（
２
３
）
１
１
６
１

　

市
民
課　

☎
（
４
２
）
９
９
１
６

　
　
　
　
　

有
線
２
０
２
２

縦
覧
場
所
と
期
間

輪
島
市
役
所
税
務
課

門
前
総
合
支
所
税
務
課

4
月
2
日
㊊
～
5
月
31
日
㊍

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

町
野
支
所

4
月
10
日
㊋

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

三
井
出
張
所

4
月
11
日
㊌

南
志
見
出
張
所

4
月
12
日
㊍

西
保
出
張
所

4
月
13
日
㊎

第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

ま
だ
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市門

市門

�



広報わじま 2007.4 月号

義
務
教
育
に
お
け
る
適
正
な
規
模
の
学
校
と

教
育
内
容
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会

均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
と
い
う

趣
旨
か
ら
通
学
区
域
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

輪
島
市
の
小
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、
下
段

の
表
の
と
お
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の

下
表
の
区
域
に
限
り
、
市
教
育
委
員
会
へ
申
し

出
る
こ
と
に
よ
り
、
表
に
掲
げ
る
学
校
に
通
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

学
校
教
育
課　

☎
（
２
３
）
１
１
７
１

　
　

gakkou@
city.w

ajim
a.lg.jp

区　

域

保
護
者
の
申
し
出
に
よ

り
通
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
学
校

二
ツ
屋
町
、
宅
田
町

上
野
台
中
学
校

小
池
町
、
下
山
町
、
赤
崎

町
、
大
沢
町
、
上
大
沢
町
、

西
二
又
町
、
上
山
町

松
陵
中
学
校

門
前
中
学
校

輪
島
市
の
通
学
区
域
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

４月から特別支援教育制度がスタートします

１すべての学校、すべての学級で
　特別支援教育に取り組みます

２「特殊学級」は「特別支援学級」
　に名称が変わります

３盲・聾・養護学校が
　「特別支援学校」に変わります

「
特
別
支
援
教
育
」
と
は

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ

の
教
育
の
ほ
か
に
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
、

学
習
上
の
つ
ま
ず
き
や
行
動
な
ど
に
見
ら
れ

る
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
・
多
動

性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、
高
機
能
自
閉
症
な

ど
を
含
む
軽
度
発
達
障
害
と
さ
れ
る
児
童
生

徒
へ
の
学
習
面
や
生
活
面
の
困
難
を
克
服
す

る
た
め
の
教
育
を
含
め
、「
特
別
支
援
教
育
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
達
の
多
く
は
、
周
囲

の
正
し
い
理
解
と
適
切
な
支
援
が
あ
れ
ば
、

課
題
を
乗
り
こ
え
成
長
し
て
い
く
力
と
可
能

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
別
な
教

育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
達
を
適
切

に
支
援
す
る
よ
う
市
内
の
全
小
中
学
校
で
特

別
支
援
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

市

中学校 小学校 通学区域（字名）

松陵

河井 河井町、二ツ屋町、宅田町、杉平町深見田、鬼田、矢田、下山　
鵠巣 塚田町、久手川町、稲舟町、大野町、惣領町、深見町

河原田 杉平町 ( 深見田・鬼田・矢田・下山を除く。)、山岸町、横地町、石休場町、東中尾町、北谷町、西脇町、山ノ上町、市ノ瀬町、熊野町、打越町

上野台

鳳至 鳳至町、海士町、輪島崎町、釜屋谷町、新橋通、堀町、美谷町、鵜入町、光浦町、平成町

大屋 小伊勢町、稲屋町、長井町、房田町、山本町、中段町、水守町、二勢町、気勝平町、別所谷町帯壁、滝又町、空熊町 ( 菅野を除く。)、下黒川町、上黒川町、
二俣町、縄又町、別所谷町 ( 帯壁を除く。)

西保 小池町、下山町、赤崎町、大沢町、上大沢町、西二又町、上山町
上野台中学校

舳倉島分校
鳳至小学校
舳倉島分校 海士町所属舳倉島

三井 三井 三井町、大和町、空熊町菅野
南志見 南志見 里町、名舟町、白米町、野田町、尊利地町、小田屋町、忍町、東印内町、西院内町、渋田町、西山町、東山町

町野 町野 町野町

門前
※全て、門前町

以下の字名で掲載

門前東
門前、清水、走出、和田、高根尾、本市、栃木、深田、広瀬、日野尾、舘、広岡、鬼屋、西中尾、小滝、猿橋、上河内、小石、風原、植戸、浦上、浅生田、
中野屋、八幡、宮古場、西円山、田村、山辺、安代原、鑓川、堀腰、東大町、別所、貝吹、荒屋、長井坂、定広、地原、百成、二又川、谷口、嶺、俊兼、
四位、原、能納屋、滝上、内保、本内、平、皆月、餅田、鵜山、中谷内、大滝、五十洲、吉浦、矢徳、百成大角間、井守上坂、薄野、暮坂、樽見

門前西
剱地、大泊、腰細、赤神、舘分、馬場、上代、黒岩、渡瀬、飯川谷、切挟、西中谷、清沢、滝町、馬渡、久川、神明原、木原月、大釜、窕、入山、
藤浜、池田、南、是清、北川、千代、鍛冶屋、新町分、椎木、小山、大切、白禿、江崎、二又、山是清、中田、黒島町、道下、鹿磯、深見、六郎木、
勝田、大生

ま
た
、
次
の
①
～
⑧
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
「
就
学
を
指
定
さ

れ
た
学
校
の
変
更
申
請
書
」
を
輪
島
市
教
育
委

員
会
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
就
学
指
定
校

の
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

①
児
童
生
徒
が
心
身
の
障
害
又
は
疾
患
に
よ
り

就
学
指
定
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
場
合

②
特
別
支
援
学
級
に
就
学
す
る
児
童
生
徒
が
、

学
校
生
活
を
考
慮
し
て
就
学
指
定
校
以
外
の

学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
学
す
る
場
合

③
今
後
１
年
以
内
に
就
学
指
定
校
の
通
学
区
域

外
に
住
所
を
変
更
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

児
童
生
徒
が
、
住
所
変
更
後
に
新
た
に
就
学

指
定
校
と
な
る
学
校
に
あ
ら
か
じ
め
通
学
す

る
場
合

④
住
居
の
増
改
築
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ
り

一
時
的
に
就
学
指
定
校
の
通
学
区
域
外
に
住

所
を
変
更
し
た
児
童
生
徒
が
、
従
前
の
就
学

指
定
校
へ
通
学
す
る
場
合

⑤
住
所
の
変
更
に
よ
り
就
学
指
定
校
が
変
更
と

な
る
児
童
生
徒
が
、
教
育
上
従
前
の
就
学
指

定
校
へ
の
通
学
を
必
要
と
す
る
場
合

⑥
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
児
童
生
徒
の
帰
宅
後

の
保
護
監
督
が
困
難
な
た
め
、
就
学
指
定
校

以
外
の
学
校
へ
の
通
学
を
必
要
と
す
る
場
合

⑦
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
の
現
状
に
よ
り
就
学

指
定
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
場
合

⑧
前
各
号
の
ほ
か
就
学
指
定
校
の
変
更
を
必
要

と
す
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

申
請
書
は
、
輪
島
市
教
育
委
員
会
の
他
、
各

小
中
学
校
、
保
育
所
や
幼
稚
園
に
も
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
輪
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�



広報わじま 2007.4 月号

■
対
象
と
な
る
世
帯

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
か
つ
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
領
収
証
書　

品
名
（
メ
ー
カ
ー
・
型
番
等

が
分
か
る
も
の
）・
台
数
・
金
額
を
明
記
。

③
助
成
金
の
振
込
先
と
な
る
口
座
情
報

　

(1)
口
座
名
義
、
(2)
口
座
番
号

※
郵
便
貯
金
口
座
は
お
取
り
扱
い
出
来
ま
せ
ん
。

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
品
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付
商
品
）
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。

ご
存
知
で
す
か
？

住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が
急
増
、
そ

の
約
７
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
は
建

築
時
に
、
既
存
の
住
宅
は
平
成
20
年
５
月
31

日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

 

健
康
推
進
課　

☎
（
２
３
）
１
１
３
６

　
　

 

健
康
福
祉
課　

☎
（
４
２
）
９
９
１
８

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

介
護
保
険
関
連
事
業
所

開
設
の
た
め
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

平
成
18
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第

３
期
輪
島
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
円

滑
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
密
着

型
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開
設
を
予
定

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
㊌
午
後
２
時
か
ら

場
所　

本
庁
舎
１
階　

中
会
議
室

対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

①
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

問　

 

保
険
課　
　

☎
（
２
３
）
１
１
２
４

　
　

 

健
康
福
祉
課
☎
（
４
２
）
９
９
１
８

　
　
　
　
　
　
　

有
線
０
０
０
０

■助成の対象となる用具別助成限度額・限度台数および適用（申請）期間など

区分 生活保護法による
非保護世帯

住民税
非課税世帯 限度台数 適用期間

（商品を購入した日） 申請時期

助成限度額
（１台あたり）

電磁調理器 １万円 6 千円 １台

平成19年４月～ 購入した日から
６ヵ月以内自動消火器 ２万円 １万 2 千円 １台

歩行補助車 １万 5 千円 9 千円 １台

住宅用火災警報器
( ※ 1) ５千円 3 千円 ２台

（※ 2）
平成19年4月～
平成20年5月31日

平成19年4月～
平成20年11月30日

※ 1　新築住宅における火災警報器は対象となりません。
※ 2　原則、各用具とも助成対象は１台が限度ですが、住宅用火災警報器は寝室の場所によって２台までを助成対象とします。
　　　（寝室が２階以上にある場合など）。

高
齢
者
福
祉
関
連
事
業
の
お
知
ら
せ

「
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
購
入
助
成
事
業
」

４
月
か
ら
「
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」
の
内
容
が
一
部
改
正
さ
れ
「
高
齢
者
日
常
生
活
用

具
購
入
助
成
事
業
」
と
な
り
ま
す
。
在
宅
生
活
を
送
る
上
で
、
支
援
の
必
要
な
高
齢
者
に
対

し
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
日
常
生
活
用
具
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

市
シルバーカー

自動消火器

住宅用火災警報機

NS マーク

門

市門
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注射実施日 注射の場所 注射の時間

４月１６日㊊

輪島市役所前 ９：００～１２：００ 
重蔵神社境内 １３：１０～１３：４５
下山町：下山集会所前 １４：０５～１４：１５
大沢町：静浦神社前 １４：３５～１４：４０
上山町：池田バス停前 １４：５５～１５：００

４月１７日㊋

下黒川町：江ノ上商店前 ９：３０～ ９：４５
縄又町：久保商店前 ９：５５～１０：０５
門前町浦上：中屋バス停前 １０：１５～１０：２０
門前町道下：諸岡公民館前 １０：４０～１０：５５
門前町鹿磯：鹿磯集会場前 １１：０５～１１：１５
門前町深見：深見漁港入口前 １１：２５～１１：３０
黒島公民館前 １１：４５～１１：５０
輪島市門前会館前 １３：００～１３：４０
門前町南：阿岸公民館前 １３：５５～１４：００
小山地区集会場前 １４：１０～１４：１５
門前町馬渡：上村酒店前 １４：３５～１４：４０
剱地多目的集会施設前 １４：５５～１５：１０

４月１８日㊌

旧市ノ瀬駅前 ９：３０～ ９：５０
三井出張所前 １０：０５～１０：５０
門前町荒屋：荒屋バス停前 １１：１０～１１：２０
門前町谷口：下本郷地区集会所前 １１：３５～１１：４５
門前町深田：門前保健センター前 １３：００～１３：１５
浦上公民館前 １３：３０～１４：００
門前町浦上：濁池バス停前 １４：１０～１４：１５
五十洲集会所前 １４：３５～１４：４０
皆月地区多目的集会所前 １４：５０～１５：００

４月１９日㊍

鵠巣小学校前 ９：３０～ ９：５０
惣領町：旧鵠巣公民館前 １０：００～１０：０５
深見町：鵠巣公民館前 １０：１５～１０：２５
里町：農村環境改善センター前 １０：４０～１１：００
大川バス停前 １１：１０～１１：２５
輪島市ふるさと体験実習館前 １１：３５～１１：５０
町野支所前 １３：１０～１４：００
旧東小学校体育館前 １４：１０～１４：２０
金蔵集会所前 １４：４０～１４：５０

愛
犬
に
愛
情
一
本

狂
犬
病
予
防
注
射

-Vol14--Vol14-

心もまちもキレイに！

毎週月曜日の朝は、あいさつと会社
までのゴミ拾いをしましょう！

ヒューティフルマンテー

問　  環境対策課　☎ 23-1853　Fax23-1153
　E ﾒｰﾙ：kankyou@city.wajima.lg.jp

市

市 市

犬
の
所
有
者
は
、
犬
の
登
録
と
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
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れ
て
い
ま
す
。

左
表
に
て
、
ご
都
合
の
良
い
場
所
と
時
間
を

確
認
し
受
け
て
く
だ
さ
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。
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申込み・問い合わせ先　〒 928-0001　輪島市河井町２０－１－１３１　
【観光親善大使】輪島市役所観光課まで　【千枚田結婚式】千枚田景勝保存実行委員会事務局まで（　  観光課内）

☎２３－１１４６　FAX ２３－１８５５　E ﾒｰﾙ： kankou@city.wajima.lg.jp

市

市

平成 18 年度輪島市観光親善大使

平成19年度　輪島市観光親善大使募集！

募集人数　２人

応募資格　満１８歳以上（高校生不可）の方で

　　　　　輪島市在住または輪島市出身の方

活動内容　市内外のキャンペーンなどへの参加およびテ

レビなどのインタビューに応じるなど輪島市

の広報宣伝活動（昨年度はステージでのＰＲ

など約１０件の活動を行いました。）

活動期間　採用～平成２０年３月３１日

　　　　　（４月頃まで業務がある場合もあります。）

日　　当　県内１万円・県外２万円（移動日は１万円）

選考方法　書類審査と面接により選考を行います。

応募方法　①履歴書、②写真（最近６ヵ月以内に撮影し

　　　　　た全身カラー写

真１枚）③応募

動機（４００

　　　　　字程度の作文）

　　　　　※応募書類は返

却 い た し ま せ

ん。

応募締切　４月２７日㊎

千枚田結婚式カップルを募集します。

応募条件　挙式予定または何らかの事情で今までに結婚

　　　　　式を挙げられなかったカップルで新聞記事、

　　　　　ラジオ・テレビのインタービュー等の取材に

　　　　　応じられる方

応募方法　２人の氏名（フリガナ）・住所・生年月日・

　　　　　連絡先・職業・応募動機（４００字１枚以上）

　　　　　と２人のスナップ写真を合わせてご応募くだ

　　　　　さい。なお、応募いただいた書類等は返却い

たしません。

式典会場　千枚田ポケットパーク

実  施  日　９月２２日㊏午前９時～（屋外人前結婚式）

特　　典　式典に係る経費は、実行委員会が負担します。

募集組数　１組　※応募多数の場合は選考となります。

応募締切　６月２９日㊎必着

市民交通傷害保険制度が廃止となりました！
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健康相談室の印象は・・・？と聞くと、筋力トレーニングをするところ？　若い人が運動すると

ころ？　と思っている人が多いようですが、それは誤解です！！確かに、筋力トレーニングをし

ている方も多いですが、だれでも簡単にできる運動の指導もしています。専門のトレーナーがご

年齢や体力に合わせた運動メニューをアドバイスし無理のない健康的な運動が可能です。

今回は、「こんな簡単で良いの？」と思うような運動方法をご紹介します。ぜひ、ご自宅で実践

してみてください。　セルフケア初めてみませんか !!

■申込み・問い合わせ先
　一本松総合運動公園体育館内　健康相談室
　☎２３－０１０１　Ｅﾒｰﾙ：sports@city.wajima.lg.jp

臨時休館のお知らせ
輪島市議会議員選挙開票のため臨時休館します。
アリーナ　　４月２１日㊏～２３日㊊の正午まで
健康相談室　４月２２日㊐午後５時～最終まで

輪島が生んだオリンピックメダリスト　

山中毅さんのメダルやトロフィーなどを展示しています。
　　－サン･プルルのエントランスホールにて－

山中毅 (1939 年生れ ) 氏は、輪島高校 3年の 1956 年にメルボルンオリンピック
に出場し、自由形 400mと 1500mの 2種目に銀メダルを獲得。続くローマ・東京
オリンピックとあわせて 3度のオリンピックで 7種目に出場し、4個の銀メダルを
含めてすべて入賞しました。1966 年に引退しますが、この間、
世界記録を 28回樹立しました。
これら輝かしい記録に関するメダルやトロフィー及び世界記
録認定書など、山中氏より平成 19 年 1 月輪島市にご寄附いた
だきました。その中から約 20点をサン ･プルルのエントランス
ホールにて展示紹介していますので、ぜひご覧下さい

1956　メルボルンオリンピック銀メダル　( 表／裏 )

胸の高さで両手をつき、腰が
反らないように肘を曲げる。

肘を張って両手を合わせ、
息を吐きながら 7 秒間押し
合いをする。

お尻を突き出しながら少し
だけ膝を曲げる。

椅子に座り片足をゆっくり伸ばしたり曲げたりをくり返す。

壁
を
使
っ
て

椅
子
に
座
り
な
が
ら

胸の運動 ももの運動

こんな簡単な運動でも、少しずつ
毎日くり返し続けると体力や筋力
がついて元気が出てきます。
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子育てに関する質問をお寄せください。
子育てパパのメッセージも随時募集中！！

輪島市子育て支援センター（輪島市ふれあい健康センター内）
　☎・FAX ２２－８０３１
　e-mail：jidou@city.wajima.lg.jp

楽しく子育て！してますか？
輪島市児童センター ☎・FAX  22-8031

●カレンダー作り　

　4 月 7 日㊏ 14 時～
●入学・進級おめでとうの会（ゲーム、手作りおはなし）

　4 月 15 日㊐ 10 時～
　幼児、小学生、保護者
●科学であ・そ・ぼ「カライドサイクルでこいのぼりを作ろう！」（要申込）

　4 月 22 日㊐ 10 時～
　小学生、幼児は保護者がついてください。
●クラブ活動（入会随時受付）

・ハンドベルクラブ（小４～ 6 年）4/28、・卓球教室（小学生）4/28
・将棋教室（小学生）4/14、28・手話であ・そ・ぼ（小学生）4/14

輪島市もんぜん児童館  ☎ 42-3166( 有線 2130)

●お花見しよう！（要申込・30 人）

　4 月 8 日㊐ 10 時～
　のりまきを作って古和秀水に行こう！
　参加費 150 円、申込み〆切４月５日
●グラウンドゴルフ大会

　4 月 28 日㊏ 10 時～
　場所：門前東グランド（雨天の場合：健民体育館）
　飲み物持参
●親子餅つき大会（要申込・40 人）

　5 月 6 日㊐ 10 時 30 分～
　参加費 100 円、申込み〆切 4 月 29 日）
　エプロン持参
●育児サロン　毎週金曜日の午前 10 時～ 11 時

　初回は、4 月 13 日㊎に行います。
　みんなで遊んだり、お話ししませんか！

▲
卓
球
大
会(

2
／
24
）
卓
球
教
室
中
崎
夫
妻
の
指

導
で
上
達
し
ま
し
た
。
み
ん
な
真
剣
勝
負

訪問型一時保育サービス
保護者の傷病や急な仕事、家族の介護などで育児ができ

ない場合、保育士や保育ママ等を派遣し保育します。

対　象　１歳～小学生低学年

利用者　１日２９００円（半日１４００円）

病後児童在宅保育サービス
病気回復期で集団保育が困難な児童を保育士や保育ママ

等が自宅に預かったり、または病後児童宅で保育します。

対　象　１歳～小学生低学年

利用者　１日２０００円

急な仕事・子どもの病気が気がかりなど、子どもを見てくれる人がいなくてお困りの方へ

育児のベテラン「保育ママ」の保育サービスがあります
＊保育ママとは、県の講習を受け市で登録した育児のベテランです。

▲０・１・２歳児のためのお話し会 (2/28）

▲うちの父
ヒーロー

ちゃん出番です！親子木工教室（3/11）
　日ごろ、ふれあうことの少ない、お父さんと一緒にあての木の間伐材を
利用したテッシュボックスを作りました。はじめに、講師の奥能登農林総
合事務所の下さんは、森が海を育み、豊かな海がおいしい食卓を作るとい
う自然のサイクルと木の香りは健康になるということを子ども達に伝え、
お父さんたちには、木とふれ合う機会を増やしてくださいと語りかけてい
ました。参加した子ども達は「のこぎりやかなづちの使い方をならったよ！」

「お父さんカッコよかった！」「木のにおいがいいね」など楽しそうに話し、
笑顔があふれていました。
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不眠症
市立輪島病院　心療科　東間正人

誰でも一度は経験する精神科の病気
は「不眠症」です。最近は眠れないと
言えば、どの科の医師からでも睡眠薬
が処方され気軽に飲まれる方も多いと
思いますが、是非正しい知識を持って
薬を飲むことをおすすめします。

不眠症は大きく分けて３タイプに分
けることができます。
・寝つきの悪い入眠困難
・夜中に何度も目が覚め、その後なか

なか寝つけない中途覚醒
・朝早く目が覚めてしまう早朝覚醒

いずれのタイプの不眠症かによって
飲む睡眠薬が違います。

睡眠薬は、ベンゾジアゼピン作動薬
とも呼ばれ、脳の神経細胞のベンゾジ
アゼピン受容体というたんぱく質に結
合し、神経細胞の活動を弱めるのが重
要な作用で、どの睡眠薬もその作用は
同じですが、医師は、脳に働く時間の
違いによって睡眠薬を使い分けます。

入眠困難には、早くて短い時間だけ
効果がある薬が適しています。朝には
薬の作用が無くなっていて、すっきり
目覚める事ができます。

また、早朝覚醒には、効き始めは
ゆっくりでも長い時間作用する薬が適

しています。ただし、人によっては薬
の効果が朝まで残り、起きた時も眠気
が残っているかもしれません。そんな
時は、薬を飲んだ結果を医師に良く相
談し、自分に合った睡眠薬を選んでも
らってください。

睡眠薬を飲む時に気をつけること
は、お酒と一緒に飲んではいけないと
いうことです。睡眠薬とお酒は脳の同
じ場所に働くので、お互いの作用を強
めてしまい、少量のお酒でもかなりの
悪酔いになります。また、睡眠薬の代
わりに寝酒をする人がいますが、お酒
は、睡眠薬よりも依存症になりやすい
のですすめられません。さらに、普通
の睡眠薬ではなかなか眠れず、段々睡
眠薬の量が増えてしまう人もいます。
こういう人は、是非精神科など睡眠の
専門医に受診してください。

その他にも専門医に相談することを
すすめる睡眠障害としては、

①ただの不眠症かと思ったら、うつ病
などのほかのこころの病気だったと
いうこともあります。「何となく気
持ちが沈む」「何をやるにもなかな
かエンジンがかからない」「食欲が
ない」など不眠以外の症状があった
らうつ病の可能性があります。

②高齢者の場合、日中は大丈夫なのに
夜眠らずつじつまの合わないことを
言う、興奮する、実際にないものが

見えるなどの症状があれば、通常の
不眠症ではありません。これは「せ
ん妄」という症状で、睡眠薬ではか
えって悪くなるかもしれません。

③最近注目されている不眠症に「足や
手がむずむずして落ち着かなくて寝
つけない」と訴える不眠症がありま
す。むずむず脚症候群と呼ばれる病
気で、通常の睡眠薬とは薬が異なり
ます。

最後に、すこやかな眠りを取り戻す
ためには、太陽の光を一杯に浴びるこ
とも夜の睡眠には大事だということで
す。医療の現場でも実際に行われてい
る治療法ですが、カーテンを開け、た
とえ曇りの日でも外の太陽の光と向き
合ってください。お日様は、最も安全
な自然の薬です。

■４月の糖尿病教室カレンダー

11 日㊌
合併症について 医師

フットケアについて 看護師

18 日㊌ 食事療法について 管理栄養士

25 日㊌
運動療法について 理学療法士

薬物医療について 薬剤師

５
２日㊌ 

糖尿病とは 医師

自己血糖測定について 検査技師

※毎週水曜日午後２時３０分より、第二講義室で開催中

輪島市山岸町は１番１地
☎２２－２２２２
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、
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方　

▽
無
報
酬　

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

(

３
０
０
円
～)

に
加
入

参
加
さ
れ
る
方
や
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

医
療
連
携
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 19 年患者家族会「ふらっと」の年間予定表
4/20 新年度のご挨拶 総師長

5/18 介護保険制度について MSW

6/15 栄養管理について ＮＳＴ

7/20 上手な水分のとりかた 主任管理栄養士

8/17 効果的な食事介助 言語聴覚士

9/21 口腔ケアについて 口腔ケアチーム

10/19 排泄ケアについて 訪問看護師

11/16 お薬について 薬剤師

12/21 心肺蘇生の実際 救急救命士

1/18 肩こり、腰痛の予防と対策 理学療法士

2/15 住宅改修について 作業療法士

3/21 反省会
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輪
島
市
も
ん
ぜ
ん
文
化
村
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
現
代
き
り
え
特
別
展
」
の
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
岩
主
税
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、
東
京
き
り
え
美
術
会
会
長

木
本
有
太
可
氏
（
門
前
町
出
身
）
の
祝
辞
の

あ
と
長
岡
門
前
総
合
支
所
長
を
交
え
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
示
会
場
に
は
、

木
本
氏
の
作
品
を
始
め
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
福
岡
県
の

117
点
の
応
募
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、木
本
氏
に
よ
る
「
き
り
え
」

の
特
別
解
説
で
は
、
訪
れ
た
１
０
０
名
の
参

加
者
は
秀
作
の
数
々
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
、
木
本
氏
は
「
一
枚
の

紙
を
切
り
抜
い
て
作
る
の
が
古
く
か
ら
の
伝

承
き
り
え
、
今
は
何
枚
も
の
紙
を
切
っ
て
継

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
表
現
が

で
き
る
」
と
現
代
き
り
え
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

も
ん
ぜ
ん
文
化
村
が
き
り
え
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
中
心
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｗａｊｉｍａ－ｃｉｔ
ｙ

 Ｔ
ｏ

ｐ
ｉ

ｃ
ｓ

 

第 17 回能登門前そばの市
料理食べ歩き満喫

3 月 4 日

平
成
18
年
10
月
31
日（
火
）～
11
月
１
日（
水
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
『
第

10
回
地
域
保
健
全
国
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
吉
田
弘
子

さ
ん
が
、「
地
区
衛
生

組
織
活
動
功
労
者
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
に
お
い
て
は

吉
田
さ
ん
を
含
め
、
四

名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

輪島塗が地域団体商標登録されました
特許庁長官より商標登録証を授与

2 月２８日

平
成
19
年
２
月
23
日
に
「
輪
島
塗
」
が
地
域

団
体
商
標
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
長
、

大
畑
豊
市
議
会
議
長
が
輪
島
漆
器
商
工
業
協
同

組
合
岡
垣
昌
典
理
事
長
な
ど
市
内
関
係
者
と
と

も
に
特
許
庁
に
お
礼
の
挨
拶
に
伺
い
、
中
島
誠

特
許
庁
長
官
よ
り
商
標
登
録
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
団
体
商
標
登
録
と
は
、
平
成
18
年
４
月

に
地
域
名
と
商
品
名
か
ら
な
る
商
標
が
よ
り
早

い
段
階
で
登
録
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
適
切
な
保
護

と
事
業
者
の
信
用
の
維
持
を
図
り
、
産
業
競
争

力
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
支
援
す
る
目
的
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
全
国
で
１
６
８
件
、
県
内
で
は
14
件
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
別
で
は
、
京

都
府
の
30
件
に
次
い
で
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▼

中島誠特許庁長官と商標登録証を持ち記念撮影

社団法人　地区衛生組織連合会会長表彰
平成18年度地区衛生組織活動功労者

３
月
４
日
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
總
持
寺
通
り
一
帯
に
露
店
が
並
び
、
門
前
そ

ば
、
そ
う
め
ん
い
な
り
、
鱈
な
べ
、
栗
お
こ
わ
・
焼
と
り
、
七
面
鳥
串
、
も
ち
、
こ

ん
に
ゃ
く
、
漬
物
、
赤
飯
、
大
判
焼
と
た
く
さ
ん
の
食
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、
特

別
出
店
の
大
本
山
總
持
寺
祖
院
の
「
朝
粥
」「
ぜ
ん
ざ
い
」
北
海
道
石
狩
市
の
「
焼

き
ホ
タ
テ
貝
」
新
潟
市
「
笹
だ
ん
ご
」
福
井
市
の
「
美
山
お
ろ
し
そ
ば
」
に
も
多
く

の
客
が
立
ち
寄
り
大
好
評
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
山
い
も
（
自
然
薯
）
を
つ
な
ぎ
に

使
い
、
風
味
や
歯
ざ
わ
り
の
良
さ
で

評
価
の
高
い
「
門
前
そ
ば
を
お
召
し

上
が
り
く
だ
さ
い
」
と
始
め
ら
れ
た

こ
の
行
事
も
今
回
で
17
回
目
を
迎
え
、

食
だ
け
で
な
く
、「
餅
ま
き
」「
華
Ｒ

Ｉ
Ｎ
ヨ
サ
コ
イ
」「
輪
島
・
和
太
鼓
虎

之
介
」「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
好
天

に
も
恵
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
た
く

さ
ん
の
楽
し
む
人
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

▲
表
彰
状
の
記
念
撮
影

▲
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
總
持
寺
通
り

きりえの魅力を全国に発信！
輪島市合併記念現代きりえ特別展

　　3 月 1 日～ 31 日

▲きり絵作品について解説する木本有太可氏
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３
月
９
日
、
門
前
高
校
で
特
養
ホ
ー
ム
「
ゆ

き
わ
り
そ
う
」
理
事
長
山
上
啓
介
氏
が
一
年
生

52
名
の
生
徒
た
ち
に
「
私
の
歩
ん
だ
道
」
と
題

し
て
講
演
、「
上
に
は
上
が
あ
る
こ
と
」「
温
故

知
新
」「
一
芸
に
秀
で
よ
」
な
ど
と
呼
び
か
け
、

趣
味
や
戦
後
の
食
糧
難
の
小
学
校
時
代
の
麦
メ

シ
・
イ
モ
の
入
っ
た
弁
当
が
ほ
と
ん
ど
の
頃

に
、
友
達
の
『
日
の
丸
弁
当
』
が
羨
ま
し
か
っ

た
こ
と
や
、
中
学
・
高
校
は
金
沢
で
大
学
は
東

京
で
過
ご
し
た
生
活
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て

話
し
、石
油
販
売
（
石
川
米
油
㈱
会
長
）
の
「
銭

も
う
け
」
か
ら
「
老
人
ホ
ー
ム
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
へ
と
大
き
く
方
向
転
換
し
た
い
き
さ
つ
な

ど
に
も
触
れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
メ
モ

を
と
る
な
ど
、
心
の
栄
養
と
な
る
よ
う
な
言
葉

に
生
徒
達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

FOP が難病に正式に指定
みなさんのおかげです。北岡幸美さんが市役所を訪れました　3 月 19 日　

上には上がある、一芸に秀でよ
山上啓介氏が講演

3 月 9 日　

▼

講
演
す
る
山
上
啓
介
氏

▲

市
役
所
ロ
ビ
ー
で
難
病
認
定
の
報
告
を
す
る

　

北
岡
幸
美
さ
ん
。

厚
生
労
働
省
は
３
月
12
日
、
筋
肉
が
骨
に

な
っ
て
い
く
Ｆ
Ｏ
Ｐ
（
進
行
性
骨
化
性
繊
維

異
形
形
成
症
）
と
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と
皮

膚
が
ん
に
な
る
Ｘ
Ｐ
（
色
素
性
乾
皮
症
）
の

２
疾
患
を
難
病
に
認
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

同
日
、
Ｆ
Ｏ
Ｐ
の
難
病
指
定
を
求
め
る
積
極

的
な
署
名
活
動
や
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た

Ｆ
Ｏ
Ｐ
を
抱
え
る
北
岡
幸
美
さ
ん
（
22
）
に

そ
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

３
月
19
日
、
北
岡
さ
ん
は
市
役
所
を
訪
れ
、

市
長
か
ら
花
束
が
手
渡
さ
れ
「
努
力
は
裏
切

ら
な
い
」
北
岡
さ
ん
の
こ
の
言
葉
に
こ
れ
ま

で
の
葛
藤
や
苦
労
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
前
向

き
で
明
る
い
北
岡
さ
ん
の
努
力
が
報
わ
れ
て

良
か
っ
た
と
語
り
か
け
、
北
岡
さ
ん
は
「
今

回
の
認
定
は
市
、
市
議
会
、
市
民
の
お
か
げ

で
す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
そ
し
て
、

当
た
り
前
の
日
常
生
活
を
送
る
と
い
う
夢
を

叶
え
る
た
め
、「
今
後
も
治
療
法
の
確
立
に
向

け
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
決
意
を
新
た
に
、
引

き
続
き
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

春を告げる「犬の子まき」
3 月 6 日

▲犬の子団子を拾う参詣者

３
月
６
日
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
犬
の
子
ま
き
」
が
、
前
田
利
家
の
正

室
ま
つ
の
菩
提
所
「
芳
春
院
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

釈
迦
の
分
骨
を
ま
い
た
故
事
に
ち
な
み
、

イ
ヌ
、
ヘ
ビ
、
ト
リ
な
ど
の
動
物
を
か
た

ど
っ
た
団
子
を
ま
き
参
詣
者
１
５
０
人
が
競

い
合
っ
て
こ
の
団
子
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
こ
の
拾
っ
た
団
子
を
袋
に
入
れ
て

持
ち
歩
く
と
厄
除
け
に
な
る
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
だ
ち
釈
迦

入
滅
の
情
景
を
描
い
た
「
涅
槃
図
」
を
掲
げ
、

長
谷
川
文
丈
總
持
寺
監
院
が
導
師
と
な
っ
て

法
要
が
営
ま
れ
た
あ
と
、
導
師
の
法
話
で
釈

迦
を
偲
び
ま
し
た
。

輪
島
市
門
前
町
内
で
は
こ
の
あ
と
３
月
10

日
に
は
總
持
寺
祖
院
、
13
日
に
は
興
禅
寺
、

15
日
に
は
覚
皇
院
で
同
様
の
犬
の
子
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　2004 年 10 月より FOP（進行性骨化性

繊維異形形成症）の難病指定を求める

署名活動を行ってきました。そして、

3 月 12 日に厚生労働省で開催された

特定疾患対策懇談会にて、研究対象事

業にあたる難治性疾患に認定していた

だきました。

この 2 年半、輪島市議会と福祉課にお

いては、全国のどこよりも早く対応し

ていただき、3 度の要望活動でも全国

を率先して計画・同行していただきま

した。また、輪島市民の皆さまからも

たくさんの署名とご声援をいただきま

した。この場を借りて、心より御礼申

し上げます。ありがとうございました。

しかし、最終目標は治ることです。

医療費が軽減される特定疾患も求めて

いかなければなりません。私達の戦い

は終わっていません。治療法確立に向

けて頑張りますので、今後もご支援ご

協力をお願いいたします。

温かい輪島、大好きです。これからも

よろしくお願いいたします。

北岡幸美
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5 月 3 日㊍ ５月５日㊏

公募　第４１回輪島市美術展作品募集

のとキリシマツツジ
フェスティバル

ノトキリシマツツジの盆栽展や苗木
の販売などのほか、手入れ方法の講習
を行います。
日時　５月３日㊍～５日㊏
　　　９時～ 16時
場所　能登空港多目的広場
問奥能登総合事務所企画振興課
　☎（２６）２３０３
主催／のとキリシマツツジ連絡協議会
共催／能登空港利用促進協議会
　　　能登空港利用促進同盟会

昭和４２年の第１回展覧会から今年で４１回目を迎える
輪島市美術展にあなたの作品を出品してみませんか。工芸、
絵画（彫刻）、書道、写真の４部門で広く作品を公募します。
市外在住者の作品も受け付けますので、奮ってご応募くだ
さい。
また、会期中、前回好評だった審査員による展示作品の
列品解説や、作品を鑑賞される方自身が審査員となる「あ
なたが選ぶ賞」などの企画を今年も行います。

▼出品規定
・一般公募とします。
・工芸は、サイズについての制限はありません。
・絵画は20号(727mm×606mm)から100号(1620mm
×1303mm)までとし、額装とします。
・書道は、表装又は額装とします。
・写真は、モノクロ・カラーとも全紙以上で、額装また
はパネル貼りとします。
・作品はいずれも未発表のこと
・審査の上、入選作品のみ陳列します。

▼出品料
　作品１点につき1,000円、高校生以下は500円
　＊出品料は入選、落選にかかわらず返還いたしません。
▼作品搬入受付
　５月２６日㊏午後１時～午後５時
　５月２７日㊐午前９時～午後５時
　【工芸】文化会館２階展示室
　【絵画（彫刻）・書道・写真】文化会館３階ロビー

会　期　５月３１日㊍～６月４日㊊の５日間
場　所　輪島市文化会館２階・３階展示室

　問い合わせ先

輪島市美術展運営理事会事務局（　  文化課）

☎２２－７６６６　Ｅﾒｰﾙ　bunka@city.wajima.lg.jp

文化会館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ　http://www.city.wajima.ishikawa.

jp/bunkakaikan/bunkatop.htm

能登空港フリーマーケット
出店者募集

日時　５月５日㊏
　　　10時～ 15時
場所　能登空港多目的広場
募集店舗数　30店舗
（先着順、募集定数に達した時点で〆切）

募集〆切　４月 23日㊊
出店料　無料
問能登空港利用促進協議会

（奥能登総合事務所企画振興課）
　☎（２６）２３０３

健康ふれあい広場駐車場
の無料開放を行います
一本松公園では、サクラの開花期間中
の夜間にサクラのライトアップを行いま
す。毎年たくさんの花見客でにぎわいま
すが、路上駐車が多く見られます。
お近くの健康ふれあい広場駐車場

（旧輪島病院跡地）を下記の期間無料
開放しますので、車でお越しの際はぜ
ひご利用ください。
無料開放期間
　４月 2日㊊午前 9時～
　４月 20日㊎ 16時まで

飲酒運転を追放しましょう！

花見の時期ともなるとお酒を飲む機
会も増えるかと思いますが、飲酒運転
は重大な交通事故を引き起こします。
飲酒運転は絶対にやめましょう。

問　  市整備課　☎（２３）１１５６市

教
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4 月 10 日㊋ 4 月 15 日㊐

輪 島 漆 芸 美 術 館
－ Ishikawa Wajima Urushi Art Museum －

☎２２－９７８８
http://www.city.wajima.ishikawa.jp

/art/index.html

開館時間 9 時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）／入館料 一般 600 円、高・大学生 300 円、小・中学生 150 円　※輪島市在住の小中高校生は無料

催 事 情 報催 事 情 報

－春の館蔵品展－
5 月 8 日㊋まで開催中 ( 無休 )

当館では、平成 3年の開館以来、
市民をはじめ各方面からのご寄贈な
ど、皆さまのあたたかいご支援とご
協力により貴重な作品を多数収蔵し
ています。
今回、昨年度の新収蔵作品を交え、
これら館蔵品の中から『漆芸の匠』
『茶道具』『輪島塗の歩み』と題し特
集を組み 125 件を展示します。

展示紹介「茶道具」（第 3 展示室）

昨年、当地茶道の速水流宗
そうしょう

匠であっ
た故塩

しおたに

谷宗
そうき

亀氏が所蔵されていた茶
道具類37件を遺族の方より寄贈して
いただきました。
速水流は当地で最も古い茶道流派
で、多くの漆芸家がその門人であっ
たことなどから、輪島の名工たちが
制作した棗

なつめ

や香
こうごう

合など、輪島ならで
はの茶道具類が大切に残されていま
す。
また、宗亀氏は茶道の傍ら、自ら
も木工や漆器制作に携わり故人が制
作した上品でおもむき深い茶道具も
今回のみどころの一つです。
今回、これら寄贈品全点を一堂に
公開します。

茶道具の展示に関連して、さらなる
趣向として「砂

さ ば り ど ら

張銅鑼」( 人間国宝 
三代魚

うおずみ

住為
い ら く

楽作 ) の音色を展示室に
てご鑑賞いただけます。
▼会期中の 土・日・祝日の午前 11 時と
　午後 2 時から、それぞれ約 10 分程度。

■お知らせ

5 月 4日㊎・5日㊏は、展覧会を
ご鑑賞の方に、漆の実を使った「う
るしのお茶」をサービスいたします。

※数に限りがあり無くなり次第終了とな
ります。その際はご容赦ください。

■平成 19 年度「友の会」会員募集中

特典など詳しくは、当美術館まで
電話にてお問い合わせ下さい。

雁
がんらいこうもよう

来紅模様棗
なつめ

( 雁来紅＝葉
はげいとう

鶏頭 )
【沈金】人間国宝・前大峰【塗】松井松涛

第46回全日本競歩輪島大会が開催されます
今年も日本選手権大会である男子５０km競歩を始め、男子３種目、
女子３種目の計６種目が行われます。国内外から精鋭が結集し熱い戦い
が繰り広げられます。市民の皆さん、沿道で暖かいご声援をよろしくお
願いします。
日　時　４月１５日㊐午前７時～午後１時頃
コース　輪島市・国際陸連公認競歩コース（鳳至小前の周回コース）

問　スポーツ振興課　☎２３ー８３８５
　sports@city.wajima.lg.jp

大会開催に伴う交通
規制を実施します。
ご理解とご協力をお
願いします。
規制時間
午前７時～午後１時

陶芸・草木染め・きりえ
各教室受講生募集

申込方法
　４月10日㊋午前８時30分から下記電
話にて受付します。定員（各教室10名）
定員に達し次第申込みを〆切ます。
募集教室
　陶芸教室　前期：日・水曜教室
　　　　　　後期：日・水・木教室
　草木染教室・きりえ教室
問門前教育センター
　☎４２－０５４４（有線 2110）

市
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お
知
ら
せ

輪
島
市
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
問
題
検
討
委
員
会
は
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す

当
委
員
会
は
公
開
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

会
議
の
日
程
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
討
委
員
会
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.city.

w
ajim

a.ishikaw
a.jp/sanpai/sanpai.htm

l

（
輪
島
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
れ
ま
す
。）

問　

  

環
境
対
策
課
（
２
３
）
１
８
５
３

輪
島
市
定
住
促
進
奨
励
金
制
度

50
歳
以
下
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
新
規
学
卒

者
、
さ
ら
に
、
Ｙ
タ
ー
ン
者
（
25
歳
未
満
の
Ｕ

タ
ー
ン
者
）
に
5
万
円
～
10
万
円
の
奨
励
金
が

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
輪
島
市
に
転
入
し
て

1
年
以
内
に
就
業
し
、
就
業
期
間
が
1
年
を
超

え
る
と
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
間

　

支
給
対
象
と
な
っ
た
日
か
ら
60
日
以
内

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、

　

受
給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、　  

商
工
業
課
ま
で

　

☎
（
２
３
）
１
１
４
７

労
働
保
険
年
度
更
新
申
告
の
時
期
で
す

今
年
も
労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
時
期
近
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
保
険
料
申
告
書
の
書
き

方
等
お
よ
び
集
合
受
付
を
左
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
年
度
更
新
説
明
会

日
時　

４
月
６
日
㊎
10
時
～
正
午

場
所　

輪
島
地
方
合
同
庁
舎
４
階

■
年
度
更
新
集
合
受
付
日
程

・
輪
島
地
方
合
同
庁
舎
４
階

日
時　

４
月
13
日
㊎
、
24
日
㊋
、
5
月
8
日
㊋

　
　
　

10
時
～
正
午
、
13
時
～
15
時

・
門
前
労
働
基
準
協
会

日
時　

４
月
13
日
㊎
、
24
日
㊋
、
5
月
8
日
㊋

　
　
　

10
時
～
正
午
、
13
時
～
15
時

・
輪
島
市
役
所
町
野
支
所

日
時　

4
月
18
日
㊌
、
25
日
㊌

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
10
時
～
正
午

問
穴
水
労
働
基
準
監
督
署　

☎
（
５
２
）
１
１
４
０

今
月
の
納
税
等　
納
期
限　

５
月
１
日
㊋

軽
自
動
車
税　

く
ら
し

市門教
＝
市
役
所
本
庁
舎

＝
門
前
総
合
支
所

＝
教
育
委
員
会

お
知
ら
せ

市

春
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
る
こ
の
時
期

は
、
若
年
者
、
特
に
新
社
会
人
が
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
の
多

い
時
期
で
す
。

●
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
と
は
？

路
上
な
ど
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

く
だ
さ
い
」
や
「
モ
デ
ル
を
や
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
、
商
品
販
売
等
の
目
的
と
は
無

関
係
な
言
葉
を
か
け
言
葉
巧
み
に
営
業
所

な
ど
に
連
れ
て
行
き
契
約
の
勧
誘
を
す
る

悪
徳
商
法
で
す
。

●
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
と
は
？

電
話
や
郵
便
で
「
景
品
が
当
た
っ
た
」「
あ

な
た
が
当
選
し
た
」
な
ど
と
い
う
口
実
で

喫
茶
店
や
営
業
所
に
呼
び
出
し
、
契
約
を

迫
る
悪
徳
商
法
で
す
。

男
性
に
は
女
性
が
、
女
性
に
は
男
性
が

勧
誘
や
販
売
で
接
触
し
、
親
密
さ
を
装
い

契
約
を
さ
せ
る
「
デ
ー
ト
商
法
」
に
発
展

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

路
上
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ス
カ
ウ
ト
な

ど
に
は
、
む
や
み
に
応
じ
な
い
。
ま
た
、

当
選
通
知
な
ど
が
届
い
て
も
、
心
当
た
り

の
な
い
場
合
や
不
審
な
場
合
は
連
絡
し
な

い
、
ま
た
は
断
る
。
落
ち
着
い
て
行
動
し

疑
っ
て
み
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

万
が
一
、
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合

訪
問
販
売
、
通
信
販
売
や
電
話
勧
誘
な

ど
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
契
約
の

無
条
件
解
約
）
が
あ
り
ま
す
。

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以

内
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
り
無
条
件
で

解
約
が
で
き
違
約
金
な
ど
の
支
払
い
も
発

生
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
使
用
し
た
り
消

費
し
た
場
合
、
解
約
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、
は
が
き
や
手
紙

な
ど
書
面
で
通
知
し
、
配
達
の
記
録
が
残

る
簡
易
書
留
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
内
容
が
分
か
る
よ
う
コ
ピ
ー
を
取

っ
て
お
い
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ウ
ソ
の
説
明
や
、「
帰
り
た
い
（
帰

っ
て
く
だ
さ
い
）
」
と
言
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
帰
ら
せ
て
く
れ
ず
（
帰
ら
ず
）
執
拗

に
勧
誘
さ
れ
仕
方
な
く
契
約
を
さ
せ
ら
れ

た
場
合
等
に
は
、
８
日
を
過
ぎ
て
も
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は

問
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（　

  

商
工
業
課
）
☎
（
２
３
）
１
１
４
７

市

市

新
社
会
人
が
狙
わ
れ
る
!!

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
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リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
販
売
を
行
い

ま
す

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
処
理
場
（
美
谷
町
）

内
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
室
で
、
家
具
や
日
用

雑
貨
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
販
売
は
「
入
札
方
式
」
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、購
入
希
望
の
方
は
、展
示
室
で
「
入

札
」
し
て
く
だ
さ
い
。
落
札
さ
れ
た
方
に
は
、

お
電
話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
札
期
限　

４
月
21
日
㊏
正
午
ま
で

開　
　

札　

４
月
23
日
㊊
午
前
９
時

問　

    

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
２
２
）
９
７
６
１

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

日
本
郵
政
公
社
は
、
身
体
障
害
者
お
よ
び
知

的
障
害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認

識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
青

い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通

常
郵
便
葉
書
を
お
入
れ
し
て
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

配
布
対
象　

　

重
度
の
身
体
障
害
者
（
１
級
ま
た
は
２
級
）
の
方

重
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」
ま

た
は
１
度
、
２
度
と
表
記
さ
れ
て
い
る
方

受
付
期
間　

４
月
２
日
月
～
５
月
31
日
木
ま
で

配
布
枚
数　

お
一
人
に
つ
き
20
枚

詳
し
く
は
、
輪
島
郵
便
局
郵
便
課
ま
で

　

☎
（
２
２
）
０
３
９
２

１
・
２
級
建
設
機
械
施
工
技
術
検
定
試
験

試
験
日　

6
月
17
日
㊐

受
験
料　

１
万
１
０
０
円
（
１
種
別
に
つ
き
）

　
　
　
　

実
地
試
験
は
別
途
手
数
料

申
込
み　

４
月
13
日
㊎
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）
日
本
建
設
機
械
化
協
会

　

☎
０
３
（
３
４
３
３
）
６
１
４
１

自
衛
官
採
用
受
付
中（
特
別
国
家
公
務
員
）

防
衛
省
で
は
、
現
在
、
次
の
種
目
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

※
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

受
付
期
間　
　

４
月
1
日
㊐
～
５
月
11
日
㊎

採
用
予
定
数

陸
上
自
衛
隊　

約
140
名

海
上
自
衛
隊　

約
55
名

航
空
自
衛
隊　

約
50
名

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
人
（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
・

見
込
者
に
つ
い
て
は
28
歳
未
満
）

試
験
日

　

５
月
19
日
㊏　

筆
記
試
験

　

５
月
20
日
㊐　

筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

　
　
　
　
　
　
　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

試
験
場
所

　

金
沢
新
神
田
合
同
庁
舎

　
（
金
沢
市
新
神
田
４-

３-

10
）

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

　

総
務
課　

☎
（
２
３
）
１
１
１
１

補聴器（出張点検）
4 月 18 日㊌ 輪島市役所１階中会議室

　10 時～ 15 時

4 月 27 日㊎
門前総合支所
　10 時～正午

5 月 01 日㊋

輪島市役所１階中会議室
10 時 30 分
　　　～ 11 時 30 分
門前総合支所
　9 時 30 分～ 10 時
町野支所
　14 時～ 14 時 30 分

輪島霊苑の休業日
4 月 22 日㊐、6 日㊐

輪島市穴水町環境衛生施設組合
火葬場の休業日

4 月 6 日㊎、12 日㊍、22 日㊐、28 日㊏、
5 月 4 日㊎

募
集

無料相談
■市民総合相談

金銭関係、不動産関係、家庭関係、
地方行政
日時　4 月 10 日㊋ 10 時～ 15 時
場所　本庁舎 3 階中会議室
問　   市民課　☎ 23-1131
■教育相談　☎ 23-1173

児童・生徒に関する教育・家庭の
諸問題など
■輪島市教育相談室

■交通事故相談　☎ 26-2352
毎週月・水・金と第２・３火曜日
の 8 時 30 分～ 17 時まで
■交通事故相談所能登支所
■行政相談　☎ 26-2303

県政に対する意見、要望、苦情な
どを受けています。
■行政相談室
■多重債務相談

■電話無料相談
　☎ 076（292）8133
■面談無料相談
　☎ 076（291）7070
■弁護士相談

日時　4 月 27 日㊊ 14 時～
場所　輪島市ふれあい健康センター
問市社会福祉協議会
　☎ 22-2219
■人権・行政相談
　日時　4 月 18 日㊌ 9 時 30 分～正午

場所　門前公民館
［人権］　  市民課　☎ 42-9916

　　　　      　　　有線 2030
［行政］　  総務課　☎ 42-8720

  有線 2010

市

門

門

市

市
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法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
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ら
宝

く
じ
助
成
事
業
「
平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
（
地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
モ
デ
ル
）
事
業
」
に
よ
り
各
種
防

災
資
機
材
の
ほ
か
市
民
で
も
心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
え
る
除
細
動
器
や
除
雪
機

等
に
１
０
０
万
円
相
当
の
助
成
を
受
け
整

備
し
、
門
前
町
七
浦
地
区
の
五
十
洲
自
警

団
に
配
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
安
全
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
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図書館 開館時間 休館日
輪島市立図書館

☎ 22-2926
門前図書館

☎ 42-0129

午前 9 時 30 分～午後 6 時
㊏・㊐午前 9 時 30 分～午後 5 時

毎週月曜日、祝日
毎月第 4 木曜日

町野分館
☎ 32-0316

午前 8 時 30 分～午後 5 時
㊏午後 1 時～ 5 時 毎週日・月曜日、祝日

 http://www.city.wajima.ishikawa.jp/lib.htm
◎本の予約を受け付けます。
◎インターネットで本の予約ができます。また、携帯電話からも本の予

約ができます（事前にパスワードの登録が必要）。

HP

～ 新 刊 の ご 案 内 ～

覚悟の人　　　　　　　　　　　佐藤　雅美
ドラマ・デイズ　　　　　　　　吉野万理子
おねだり女房　　　　　　　　　宮本　昌孝
陪審法廷　　　　　　　　　　　楡　　周平
ああ正妻　　　　　　　　　　姫野カオルコ
家日和　　　　　　　　　　　　奥田　英朗
桂昌院　藤原宗子　　　　　　　竹田真砂子
千年樹　　　　　　　　　　　　荻原　　浩
日本ばし芳町　おふさ　　　　　早瀬詠一郎
変身　　　　　　　　　　　　　嶽本野ばら
朝日のようにさわやかに　　　　恩田　　陸
風は山河より　第５巻　　　　　宮城谷昌光
湖の南　　　　　　　　　　　　富岡多恵子
八日目の蝉　　　　　　　　　　角田　光代
家計簿の中の昭和　　　　　　　澤地　久枝
月島慕情　　　　　　　　　　　浅田　次郎
帝都幻談　上・下　　　　　　　荒俣　　宏
落下する花－月読　　　　　　　太田　忠司
孤独なき地　Ｋ・Ｓ・Ｐ　　　　香納　諒一
Ｊ　　　　　　　　　　　　　　五條　　瑛

ほか多数

寄付のお礼
■転球励志会（会長	川端	卓）様よりタンク型掃除機１台
（40,950円相当）を河井小学校へ
■山下精二様より輪島市ふれあい健康センター完成記念
に自転車３台、スクリーン１台、エアロビクスマット
10枚（30万円相当）を輪島市へ

ご厚志ありがとうございます。大切に使わせていただきます。

入 札 結 果
■五十洲深見線改良工事　（門前町深見）
　９５５万円　　河内建設㈱
■五十洲深見線改良工事（その２）　（門前町深見）
　１０５０万円　河内建設㈱
■市道鬼屋西中尾線改良工事　（門前町鬼屋）
　６９３万円　　下澤建設㈱
■県単急傾斜地崩壊対策工事　腰細地区　（門前町腰細）
　１２７０万円　表建設㈱
■鵜入漁港　小鵜入地区　整備工事　（小池町）
　１２２８万円　㈱喜多組
■橋梁補修調査・設計業務（門前町管内）　（門前町）
　６４０万円　　㈱東洋設計
■總持寺周辺地区道路美装化工事　（門前町清水他）
　１９３２万円　㈱林工務店
■情報基盤整備事業　局舎改修工事　（全域）
　３４４４万円　宮下建設㈱
■舗装本復旧工事　第１２工区　（杉平町他）
　２１８４万円　加州建設㈱
■舗装本復旧工事　第１３工区　（輪島崎町）
　１７６４万円　沢田工業㈱
■輪島市特定環境保全公共下水道事業

・和田支線舗装本復旧工事　（門前町和田）
　１６８０万円　加州建設㈱

・剱地支線舗装本復旧工事（その２）　（門前町剱地）
　８２９万円　　能登舗道㈱
■石綿セメント管更新事業　路面復旧工事（藤浜工区）（門前町藤浜）
　７８７万円　島屋建設㈱

■  輪島市立図書館の催し
さくらグループのおはなし会
　日時　4月7日㊏
　　　　14時～15時
よちよちさんのおはなし会

日時　4月12日㊍
　　　10時30分～11時
対象　0～3歳児の親子

一度は読んでほしい「子ども
の本」の展示

月日　4月20日㊎
　　　5月13日㊐

おはなしサークルきらきら星
のおはなし会

日時　4月21日㊏
　　　14時～15時

読書会
日時　4月27日㊎
　　　19時～ 20時 30分
テキスト『卯辰』（寺本親平／著）

■  門前図書館の催し
０・１・２おはなし会

日時　4月10日㊋
　　　11時～

古典を楽しむ会
日時　4月12日㊍
　　　14時～
講師　井舟　哲全氏

しびびのおはなし会
　日時　4月14日㊏
　　　　13時30分～
マアサさんのおはなし会
　日時　4月28日㊏
　　　　13時30分～
　

平成19年2月16日～平成19年3月15日
500万以上

国民年金保険料が平成 19 年４月
から月額14,100円に変わります。
■保険料の改正
４月から、国民年金保険料がこれまでの月額１３，８６０
円から２４０円増の月額１４，１００円となります。
※収入が少なく保険料の納付が困難な場合には、納付

猶予や免除制度があります。
■給付の改正
平成 19年 4月以降に離婚した場合、厚生年金の分
割制度の対象となります。

詳しくは、七尾社会保険事務所（☎ 0767-53-6511）
にお問い合わせください。

図 書 館 へ ど う ぞ
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平成 19 年 2 月 16 日
　　　　　　　～平成 19 年 3 月 15 日
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輪島市の人口と世帯
3月 1 日現在 前月比

人口 34,062 人 － 118
男 16,287 人 － 88
女 17,775 人 － 30

世帯数 13,232 世帯 － 72
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お
詫
び
と
訂
正

３
月
号
の
「
戸
籍
の
窓
口
」
に
誤

り
が
あ
り
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正

し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（誤）		

浅
川
零
菜
→
（正）		

朝
川
零
菜

福祉課では、障害者福祉や高齢者福祉の生活福祉に関する相談支援を行っています。
また、病気による失業や高齢等により生活が困窮している世帯に対し、援助制度（生活保護制度な

ど）に関する受付も行っています。
援助を受けるためには、利用できる資産、能力、その他あらゆることを生活の維持のために活用し

ても、生活の維持が困難で援助が必要である場合に、その困窮の程度に応じ国が定めた基準に基づい
て必要な援助を受けることができます。お気軽に市役所福祉課（または地域の民生・児童委員）にご
相談ください。　問　 福祉課　☎２３－１１６１

火災情報案内の電話番号が変わります。

２２－８９１１ → ０１８０－９９７９１１
火 災 情 報 案 内 ２ ２ － ８ ９ １ １ は ４ 月 １ ６ 日 か ら ０ １ ８ ０ －

９９７９１１に変更となります。また、新たな機能が追加され防災行
政無線の内容もこの番号で聞くことができるようになります。

お　知　ら　せ

市
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4 月号
No.15

初
誕
生
記
念
に
お
子
さ
ん
を
広
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

5
月
号
（
5
月
に
１
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
を
対
象
）
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
4
月
10
日
㊋
ま
で
に
50
字
程
度
の
原
稿
と
お
写
真
（
裏
面
に
名
前
を
記
入
）
を
企
画
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
メ
ー
ル
に
て
提
出

の
場
合
は
件
名
に
「
広
報
」
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
写
真
等
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
事
前
に
ご
連
絡
の
上
、
企
画
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
当
方
で
撮
影
い
た
し
ま
す
。

　能登空港利用を促進するため、能登空港利用促進同
盟会では、次の条件を満たす団体に助成金を交付しま
す。
対象団体
●宝達志水町以北の住民で構成
●能登空港を発着する定期便を 10人以上で往復搭乗
●首都圏で研修や交流活動などの事業を実施
※座席を必要としない３歳未満のお子さんや、旅費に官公庁などの公

金が充てられている人、修学旅行参加者は対象となりません。

対象期間　４月１日㊐～７月６日㊌往復搭乗分
助成金額　１人あたり３千円
　助成金の交付を受けるには事前に申請が必要です。
手続きなど詳しくは下記まで。

問能登空港利用促進同盟会　☎（２６）２３６６

能登空港を利用する首都圏での研修や交流活動に助成

西
に し み

見颯
は や と

人くん

5 日生まれ【稲舟町】

パパ大輔さん・ママ弥生さん

ボクはやと☆

今はまだちっこいけど、モリモ

リ大きくなってお姉ちゃん達よ

りヤンチャになる予定

（≧ Ａ≦）♪

出
で さ か

坂　舞
まい

ちゃん

18 日生まれ【河井町】

パパ正明さん・ママ真紀さん

こんにちは舞です。

大好きなお姉ちゃん達と毎日元

気に遊んでいます。

みなさんよろしくね。

坂
さかもと

本智
と も や

哉くん

12 日生まれ【山岸町】

パパ匡さん・ママみかさん

ハーイ僕ともやです。

毎日お兄ちゃんに鍛えられ日に日にパ

ワーアップしてます。お兄ちゃんに立ち

向かっていく姿は頼もしいの一言 ô̂ 　

バイバイとハーイも上手にできるように

なったヨ♡早く歩けるようガンバルゾッ!!

水
みずぐち

口健
けんすけ

介くん

3 日生まれ【河井町】

パパ祐介さん・ママ幸恵さん

はじめまして健介です。

食べることが大好き。だから、どんど

んジャンボになっちゃった。お姉ちゃ

んを高速ハイハイで追いかけて、いつ

も仲良く遊んでいます。早く歩けるよ

うになって外で一緒に遊びたいなぁ

上
かみはま

浜心
こ は る

桜ちゃん

2 ７日生まれ【鳳至町】

パパ三喜雄さん・ママ広美さん

はじめまして心桜です。四人兄

弟の末っ子なので毎日お兄ちゃ

んお姉ちゃんにさりげなく攻撃

をくらい、女の子なのにたくま

しくなってきてます ô̂ ；けどみ

んなに愛情もらって幸せです♡

中
なかがわ

川直
なおしげ

重くん

２３日生まれ【里町】

パパ直哉さん・ママ友理さん

こんにちは、直重です。

毎日ハイハイで、元気いっぱい

動いているよ！

早く歩けるようになって、お外

であそびたいな。

屋
や し き だ

敷田蒼
あおい

依ちゃん

18 日生まれ【西院内町】

パパ隆史さん・ママ史恵さん

こんにちは、あおいです。

ばあちゃん大好きイタズラ大好

きなやんちゃ姫（* －^ ' ）ノ

あんよもできるようになったか

ら、晴れた日はパパとお散歩や

ドライブに行きたいなぁ～♪

鹿
とおし

　吏
り り

莉ちゃん

２２日生まれ【堀町】

パパ学さん・ママ絹公さん

こんにちは!!　りりです。

食いしん坊でちょっぴりおデブ

ちゃんだけど、すべり台に登っ

たり上手にあんよもできるのヨ。

みなさんよろしくね♡


